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第 6 章　災害を振り返って

6.1　インタビュー（広報うわじま「災害復興掲示板」より）
　「広報うわじま」では平成 31 年５月号から、復興に向けてさまざまな活動に取り組む方々へインタ

ビューを行い、「復興掲示板」のコーナーに掲載してきました。その中からいくつかの記事を抜粋し、

再編集したものを改めて紹介します。（※インタビューの内容は取材当時のものです）

①吉田方面隊　副方面隊長／平山　裕さん【令和元年7月号】

いつでも対応できるよう、今まで以上に備えている

　今回の災害で、地元の消防団員は過酷な現場で活動を続けてきました。

発災後から三日三晩は昼夜問わず活動にあたりましたが、なかには自宅が

被災した団員も多く、心身ともに疲労が心配されました。自分は現場では

なく吉田支所の本部で各分団から行方不明者や土砂崩れ箇所などの情報

を収集して現状を把握し、各分団への指示を行っていました。しかし混

乱する状況のなか、訓練のようには適切な指示を出すことができず、各分団から報告を受けながらも

現場の最前線で活動する団員の身が心配で、気が気ではありませんでした。見回り中の消防士が土砂

崩れに遭い、立ち往生したこともありましたが、なんとか無事でした。過酷な状況にも関わらず、全

員が無事だったことは不幸中の幸いでした。

　発災以降、各分団の中で当時の課題などを話し合い「災害はいつ起きるかわからない」という危機

感を高めてきました。災害が起こらないことが一番ですが、万が一の時には全力で活動にあたりたい

と思っています。

②市NPO団体 I
い

f
ふ

　代表／薬師神　理子さん【令和元年8月号】

外で遊ぶ子どもたちの笑顔を取り戻したい

　発災後、社会福祉協議会の子育て支援メンバーや他のボランティアと協力して、子どもの遊び場づ

くりや楽器演奏を通した音楽支援、足湯などのサロンを開催し、子どもから高齢者までの心のケアに取

り組んできました。

　被害の大きかった吉田町では発災以降、子どもが外で遊ぶ姿を見かける

機会が少なくなっていました。吉田公園は災害ごみの仮置場になり、災害

ごみがなくなった後も利用できない状況が続いていました。「どこかに外遊

びができる機会をつくりたい」と思い、吉田伊達広場で外遊びをテーマに

したプレーパークを開催。2 月という寒い時期にも関わらず、たくさんの

子どもたちが集まりました。イベントの開催費用には Yahoo! ネット募金も

活用できることになり、月一回程度開催できる見込みも立ちました。

　こういったイベントを通して、少しずつではありますが、子どもたちの

姿が戻りつつあります。もっとたくさんの子どもたちに笑顔が戻るように、

これからも活動を続けていきたいです。
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③新規就農者支援コーディネーター／玉城　圭隆さん
【令和元年9月号】

地域をつなぐパイプ役－コーディネーターとしての挑戦

　熊本地震で災害ボランティアに関わって以来、災害支援に携わるよう

になりました。7 月豪雨災害では、全国で災害支援活動を展開する NPO

法人ユナイテッドアースとともに現場に入り、１年後に団体が撤退した後

も宇和島市で復旧・復興に向けた活動に携わってきました。

　宇和島市では、これまで活動をともにして来た団体が先に地域との関係づくりに取り組んでいたこ

とや、JA えひめ南と連携できたことで復旧・復興支援が円滑に行えました。外部団体として災害支援

に携わってきたからこそ、活動の中で支援者と地域をつなぐパイプ役の重要性を強く感じています。

　今後も宇和島市を拠点に活動を続けたくて移住して来ました。現在は自身で運営する NPO 団体ナ

ナの森で、災害支援活動や防災活動に取り組んでいます。また（一社）RCF からの委託を受けて、新

規就農者支援のコーディネーターに着任しました。発災前から地域の課題とされていた柑橘産業など

を中心とした担い手不足解消に向けて取り組んでいます。

④美味工房みちよ／河野　美知代さん【令和元年10月号】

楽しみに待ってくれている人のために
　

　20 年以上太刀魚巻を販売してきましたが、豪雨により増水した河川の被害に遭い、店舗や業務用

冷蔵庫など設備のほとんどを失いました。水も出ない、設備も使えない状況で、店を営業することは

できませんでした。被害の大きさや自分の年齢を考え、営業再開は諦めようかとも思いました。しかし、

楽しみに待ってくれている人のために…という娘夫婦の後押しもあり、グループ補助金を活用して営

業を再開することができました。

　慣れない補助金の申請は娘夫婦がやってくれましたが、被災した設備が多くて書類をまとめるのに

も一苦労。普段から事業用設備などに関する書類を整理しておくことが大

切だと学びました。新店舗には新たにイートイン席を設け、食事を楽しん

でいただけるようにもなりました。みなさんの支援がなければ再開にたど

り着くことはできなかったと思います。失ったものも多いですが、楽しみ

にしてくれている人への恩返しのためにも 10 年、20 年先もこの味を提

供し続けていきたいです。
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⑤だんだんカフェの運営メンバー【令和元年11月号】

ほっとひと息つける場所で癒しのひとときを届けたい

　毎月吉田公民館で開催している「だんだんカフェ」では、仮設住宅の

入居者や地域の高齢者、子どもたちが参加し、ゆっくりした時間を過ごし

ています。カフェの開設には、高知県立大学で共同災害看護学を専攻す

る看護師や、保健師資格を持つ大学院生が携わりました。発災後は災害

ボランティア参加者の健康管理に努め、その後も引き続き被災者支援な

どに携わっています。

　災害による健康被害はしばらく時間が経過して現れることがあるため油断ができません。さらに高

齢者の孤立やひきこもり、生活環境の変化による健康状態の悪化などの問題を防ぐために、地域の人

たちが集まる機会をつくろうとカフェを始めました。訪れる人たちはお茶を楽しみながら世間話をし

たり、血圧測定や軽い体操などを行ったり。カルタやおもちゃなどもあるので子どもたちも一緒に楽

しんでいます。市社会福祉協議会地域支え合いセンターも運営に加わり、学生たちと協力して今後も

カフェを継続していく予定です。

⑥市社会福祉協議会／左：藤原さん、右：清家さん【令和元年12月号】

一度経験したからこそできる支援

　平成 30 年 10 月に東日本を襲った台風 19 号は、宇和島市と姉妹都市である市町にも大きな被害を及

ぼしました。市社会福祉協議会からも宮城県大崎市へ職員が派遣され、災害ボランティアセンター運営

業務の支援に携わりました。大崎市では吉田川が氾濫し、広範囲にわたり浸水被害が発生していました。

被災した家屋に流れ込んだ稲わらや家具などを搬出すると同時に、各世帯へ要望の聞き込みも行いまし

た。

　宇和島市を襲った豪雨災害では、災害ボランティアセンターの役割として「細かな要望の聞き込み」

が課題とされました。災害時は作業を依頼することを遠慮してしまう人もい

るため、要望を募るのではなく直接聞き込みを行うことが重要でした。大崎

市の活動では、被災者が抱える要望や課題などを福祉的な視点で聞くことが

できました。

　災害はいつどこで起こるかわからないと身にしみて感じています。7 月豪

雨という経験を経たからこその視点や知識をいつでも活かせるようにしたい

と思っています。
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⑦応援職員／左：小澤さん（仙台市）、右：立花さん（新居浜市）
【令和２年1月号】

まだまだ続く復旧工事－少しでも早く進めるために

　平成 30 年 7 月豪雨では、宇和島市内の至る所で河川・道路の崩落が発

生しました。その損傷の程度はさまざまで、原型がわからないほど崩れた

ところもあれば、部分的に崩れているところなど、多数の被害が確認され

ました。そして発災から１年以上が経っても、工事業者の数が限られ、被

害件数の多さに作業が追いつかない状況が続いていました。

小澤さん：姉妹都市の宮城県仙台市から派遣されてきました。東日本大震災のときにも災害復旧工事

に携わった経験がありますが、あまりにも広範囲にわたる被害に作業がなかなか進まず苦労しました。

立花さん：大規模災害時の連携市である新居浜市から派遣され、7 月豪雨の発災当初から給水支援に

携わっていました。その後も引き続き被災地を支援したいと思い、災害復旧工事に携わっています。

　実際に被災現場を訪れるなかで、被害の大きさを改めて感じています。被害の大小にかかわらず、

１件でも多くの工事を進められるよう力を尽くしたいと思います。

⑧吉田町／杉田　和男さん【令和２年2月号】

私にもできること

　付近を流れる河川が氾濫し、自宅は床上浸水被害を受けました。介助が必要な母を 2 階に避難させ

る間に膝上まで水が迫り、浸水した水で部屋のドアも開けられない状態となるまであっという間の出

来事でした。“ 災害時に助けを待っている時間はない ”。これをきっかけに自分たちでできる備えの大

切さを実感しました。同時に、地域で防災意識を高めることが必要であり、地域の中で助けが必要な

人の情報を把握することが大切だと考えました。

　自治会で地域防災について話し合い、地区内の各戸を訪問して聞き取った世帯状況の情報をもとに、

住宅地図と関連づけた防災避難マップを制作し、緊急連絡体制も見直し

ました。また、災害時の写真収集にも取り組んでいます。なかには普段の

生活からは信じられない様子の写真もたくさんありますが、これらは実際

に起きたことであり、またいつ起きるかわからないことです。当時の様子

を記録し、災害への防災意識をいつまでも忘れないよう残し続けたいで

す。
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⑨愛媛資料ネット／宮本　春樹さん【令和２年4月号】

水に浸かった歴史文書－文書が語る情報を残すために

　旧立間村時代から保存されている文書が保管されていた立間公民館の 1

階は、本村川の氾濫により浸水し、貴重な文書の多くが水に浸かりました。

　旧立間村役場跡に建てられた立間公民館には、近年まで村役場時代の

文書蔵が敷地内に残っていて、立間地区に関する文書などが数多く保管

されていました。なかには明治初期から戦前までの地区の様子を記録し

たものもあり、当時の柑橘農家の暮らしや産業発展の様子を記録したものもあります。災害発生前に

は文書目録もでき、館内での文書室で整理保管されていました。

　今回の浸水による被害を受けて、愛媛大学法文学部日本史研究室に事務局を置くボランティア団体

「愛媛資料ネット」が被災文書の修復作業に携わることになり、被災した資料のうちダンボール 106

箱分が回収されて修復作業が続けられています。明治時代の学校記録や戦後の青年団文集まで、地域

の思い出となる資料を次の時代に残すことができました。引き続き作業を進めていきたいと思います。

⑩みかんボランティアセンター／岡田　雅信さん【令和２年5月号】

みかんの木で作った小物でまちの賑わいにつなげたい

　豪雨災害により大きな被害を受けた柑橘産業の復旧・復興を後押しするため、みかんボランティア

センターが中心となって、みかんの木を活用した小物作りに取り組んでいます。平成 31 年 2 月には

愛媛・南予の柑橘農業システムが日本農業遺産に認定されるなど、復旧・復興を後押しする話題も少

しずつ出てきています。続けて明るい話題を提供していきたいとの想いから、みかんボランティアセ

ンターと NPO 団体などと協力し、柑橘産業の PR につながるアイデアを出し合ってきた中で、植え替

えによって切られたみかんの木を活用した取組みを始めました。

　ペン立てやハンコ置きなどの文房具、靴べら、タイピン、栓抜きなどの生活用品、カスタネットや

キーホルダーなどさまざまなものを作っています。作品は、木を輪切りに

して乾燥させ、表面がなめらかになるまで磨いて仕上げていきます。まだ

試作段階ですが、将来的に柑橘産業の PR につなげられるようにこの取組

みを続けていきたいです。
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⑪地域支え合いセンター　管理者／佐藤　猛さん【令和２年7月号】

災害で失われた地域のつながりを取り戻したい

　被災により自宅を離れ、応急仮設住宅で生活している世帯などを月１

回程度訪問し、被災した人たちの生活再建支援を行っています。応急仮

設住宅の期限は入居から２年間で、生活再建の状況で延長の可否が決ま

ります。各世帯の状況を聞き取り、住宅確保に向けた手続きの支援や生

活再建に向けた相談会を開催し、必要に応じて関係機関につなぐサポー

トをしています。

　地域住民の交流イベントやサロン活動など、住民が交流する場所づくりにも取り組んでいます。豪

雨災害で集会所などが被災し、サロンの開催が困難になった地区が多くあり、またみんなで集まりた

いという声を受けて地域支え合いセンターでサロンの運営をサポートしています。

　新型コロナウイルスの感染拡大によりサロンの開催が難しい状況が続いていますが、サロンを続け

ることは地域の防災力や福祉力の向上にもつながる大事なこと。このまま活動を止めてしまうのでは

なく、感染防止の対策をしながら続けていく方法を検討していきたいです。

⑫旭合名会社醤油醸造所／中川　賢治さん【令和２年8月号】

この味を待ってくれている人たちのために

　旭合名会社醤油醸造所は明治 15 年に創業し、自分で 4 代目になります。実家はみかん農家ですが、

妻の実家の醤油屋を継ぎました。独自開発したオリジナル商品で商売も軌道に乗り始めたところでの

豪雨災害。大型の冷蔵庫、冷凍庫を備えた新工場を構えたばかりのことでした。あっという間に水が

腰ほどの高さまで来て、機材や商品がすべて水に浸かってしまいました。

　県内外の知人の手を借りながら、またグループ補助金やクラウドファンディングなども活用しなが

ら、再起に向けて必死に取り組む日々。被災から 1 年と半年が過ぎた頃、ようやく少し落ち着いてき

ましたが、それまでは本当にあっという間でした。しかし新型コロナウイ

ルスの感染拡大により海外への輸出はストップし、首都圏への流通も激

減。売上は大きく落ち込みましたが、これからもこの味を待ってくれてい

る人たちのために、まだ知らないたくさんの人たちに届けるために、でき

ることはどんどんやっていきたいと思っています。
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⑬はるちゃん天ぷら　代表／	山本　ハルミさん【令和２年9月号】

苦しい時期を乗り越えた。これからも元気に続けたい

　冷凍しても品質が落ちない新しいじゃこ天を開発しようとしていた矢先

に豪雨災害が発生。当時は店を続けるのは難しいかもしれないとも考え

ましたが、「続けて欲しい」という周りの声に励まされて営業再開を目指

しました。慣れないパソコンを使って知人が紹介してくれたクラウドファ

ンディングに挑戦し、集まった支援金で機材購入資金を賄い、ホームペー

ジを開設することができました。

　全国からの支援のおかげで無事に新商品も完成し、真空と冷凍商品の販売を開始。賞味期限が短い

という無添加ならではの課題をクリアし、インターネットを活用することで全国のみなさんに宇和島

のじゃこ天を味わってもらえるようになりました。しかし、新商品は完成したものの働き手も高齢化

が進み、原材料の価格も高くなるなど厳しい状況ではあります。しかし、みなさんからの支援のおか

げで豪雨災害の苦しい時を乗り越えることができました。その思いを胸に、今後も宇和島ならではの

味を残し続けていきたいです。

⑭現地駐在員／橋本　健太さん【令和２年11月号】

災害を乗り越えてこそのつながりを活かす

　宇和島市と（一社）RCF の間で締結された「宇和島市復興まちづくりに関する連携・協力協定」に

基づいて（株）ウインウインと地域おこし企業人材派遣協定が締結され、2 代目現地駐在員として若

手農家を中心とした担い手チームづくりや、復興にかかる中間支援組織などの立ち上げに取り組んで

います。

　中学生のときに福島で東日本大震災を経験したことで、地域のために働きたいと思っていて、ウイ

ンウインに入社して宇和島とのつながりを知り、すぐに宇和島行きを希望しました。しかし、地域の

ために何かしたいという思いが強まるなかでの新型コロナウイルスの感染

拡大。赴任当初は人と会うこともままなりませんでしたが、ある程度外出

できるようになってからは積極的にいろいろな場所に顔を出し、新規就農

者のサポートなどを行っています。宇和島には魅力的なものがたくさんあ

り、宇和島を愛している人もたくさんいる。そういったヒト・コト・モノ

をつなげて今後に活かしていければ嬉しいです。
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⑮ NPO法人奥南でざいんセンター　代表／奥谷　篤巳さん
【令和３年1月号】

ピンチをチャンスに。明るい話題を提供したい

　7 月豪雨によって、吉田町奥南地区は土砂崩れなどで大きな被害を受

けました。災害をきっかけにボランティアなどで多くの人が宇和島市を訪

れ、支援をしてもらうなかで宇和島のことを知ってもらうことができ、そ

のチャンスを自分なりに活かしたいと思いました。以前から地元の大工さ

んと共同で、間伐などで出たみかんの木を加工して楽器づくりに取り組んでいたこともあり、豪雨災

害で流されたみかんの木を活用し、ギターを制作してみたり、令和元年 5 月には復興を目的とした「み

かんフェスティバル」を地元で企画。災害ボランティアでつながりを持った人たちを含めて 200 人以

上が集まりました。

　新たな取組みとして、地元の空き家を活用したゲストハウスもつくりました。 広い座敷と台所があ

り、人が集まるにはもってこいの環境です。災害を機に人がつながることの価値を改めて感じました。

この場所を多くの人に使ってもらい、奥南地区で人のつながりを生み続けていきたいと思っています。

⑯生産者グループ	（有）南四国ファーム　会長／清家　久万夫さん【令和３年2月号】

困難を乗り越え、産業を守る覚悟

　南四国ファームの直売所も豪雨災害で大きな被害を受けました。特に被害が大きかったのがきなは

いや三万石で、床上まで浸水して冷蔵設備が使用できなくなり、発災後１ヶ月は休業して片付けに追

われました。以前は観光物産センターとしておみやげ品などを多く扱っていましたが、「地元生産者

の産品が並ぶ、地元の人たちが通う場所にしたい」と直売所に業態を替え、地元の人が欲しいものを

そろえることで、地域の人が行き交う場所として親しまれていました。

　今では設備も復旧してにぎわいを取り戻しましたが、みかんの産地としてこれまでもさまざまな困

難があったはず。しかし先人たちはそれを乗り越え、今に残してくれてい

る。今回の災害を経験して、その責務について改めて重要性を感じました。

豪雨災害による被害や後継者不足の問題など課題は多くありますが、今

の時代を担う人たちが協力してこの産業を守っていかなければいけない。

これからもおいしいみかんを全国に売り続けていきたいと思います。
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6.2　報道記事（愛媛新聞より）
　豪雨災害が発生してから、連日にわたってテレビや新聞などにより被害の程度や救助の様子、被災

地の状況などが報道されてきました。その中にはあまりのことに目を覆いたくなるような内容もあれ

ば、勇気付けられるような内容など、さまざまなものがありました。愛媛新聞朝刊に掲載された平成

30 年７月 31 日までの豪雨災害関連の記事を一部抜粋して紹介します。

平成 30年 7月 8日（日）

平成 30年 7月 8日（日）
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平成 30年 7月 8日（日）
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平成 30年 7月 10日（火）平成 30年 7月 10日（火）

平成 30年 7月 11日（水）

平成 30年 7月 11日（水）
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平成 30年 7月 11日（水）

平成 30年 7月 12日（木）

平成 30年 7月 12日（木）
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平成 30年 7月 12日（木）

平成 30年 7月 13日（金）

平成 30年 7月 13日（金）

平成 30年 7月 12日（木）第
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平成 30年 7月 13日（金）

平成 30年 7月 13日（金）

平成 30年 7月 14日（土）
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平成 30年 7月 14日（土）

平成 30年 7月 15日（日）

平成 30年 7月 15日（日）
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平成 30年 7月 15日（日）

平成 30年 7月 15日（日）
愛媛新聞記事（共同通信配信）
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平成 30年 7月 16日（月）

平成 30年 7月 16日（月）
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平成 30年 7月 16日（月）

平成 30年 7月 17日（火）愛媛新聞記事（共同通信配信）
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平成 30年 7月 17日（火）

平成 30年 7月 17日（火）
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平成 30年 7月 17日（火）
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平成 30年 7月 18日（水）

平成 30年 7月 17日（火）第
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章
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平成 30年 7月 18日（水）

平成 30年 7月 18日（水）

平成 30年 7月 19日（木）
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平成 30年 7月 19日（木）

平成 30年 7月 19日（木）
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平成 30年 7月 19日（木）

平成 30年 7月 20日（金）
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平成 30年 7月 20日（金）
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平成 30年 7月 20日（金）
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平成 30年 7月 20日（金）

平成 30年 7月 21日（土）
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平成 30年 7月 21日（土）
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平成 30年 7月 21日（土）

平成 30年 7月 22日（日）愛媛新聞記事（共同通信配信）

平成 30年 7月 22日（日）
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平成 30年 7月 23日（月）

平成 30年 7月 24日（火）

平成 30年 7月 23日（月）
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平成 30年 7月 24日（火）愛媛新聞記事（共同通信配信）

平成 30年 7月 24日（火）

平成 30年 7月 24日（火）
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平成 30年 7月 25日（水）

平成 30年 7月 25日（水）

平成 30年 7月 25日（水）
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平成 30年 7月 26日（木）

平成 30年 7月 26日（木）
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平成 30年 7月 27日（金）

平成 30年 7月 27日（金）
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平成 30年 7月 28日（土）

平成 30年 7月 28日（土）
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平成 30年 7月 29日（日）

平成 30年 7月 30日（月）

平成 30年 7月 31日（火）
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平成 30年 7月 31日（火）

平成 30年 7月 31日（火）
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友だちの家がしんすいしてひなん
することになった。私じしんはな
んともなかったが、なかのいい人
がひがいにあったのはおわってか
らわかった。できるかぎりてつだ
いたかったが、なにもできなかっ
た。

（その他・10 代）ミスターリンゴ

あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
土
砂
災
害
、
豪
雨
災
害
が
起
き
た
。
7
月
7
日
は
吉

田
町
夏
祭
り
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
った
が
10
日
過
ぎ
て
も
飾
り
付
け
が
残
っ

た
ま
ま
、
ど
こ
も
町
中
水
害
で
後
片
づ
け
に
皆
大
変
な
思
い。
浄
水
施
設

ダ
メ
で
断
水
、
自
衛
隊
の
方
々
親
切
で
し
た
。
水
を
も
ら
いに
何
度
も
公

民
館
や
小
学
校
へ。
一
人
暮
ら
し
は
つろ
う
ご
ざ
いま
し
た
。
死
亡
さ
れ
た

方
も
あ
り
二
度
と
な
い様
祈
り
ま
す
。

（
吉
田
地
区
・
80
代
）
ノンチ
ャ
ン

普段、水道の水がでることが、とても大切で便利なことが改めて分かり、
あたり前ではないことも分かったので、これから水を使うときは、きちん
と使いたいと思った。

（三間地区・10 代）ガムシロップ

私
が
住
ん
で
い
た
地
域
は
特
に
被
害
が
な
く
、
今

日
は
雨
が
強
い
な
、
く
ら
い
と
し
か
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
翌
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
で
近

隣
の
地
区
が
大
き
な
被
害
に
あ
っ
て
い
た
の
を
知

り
、
衝
撃
を
受
け
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
自
然

災
害
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
な
の
で
危

険
を
感
じ
た
ら
す
ば
や
く
避
難
す
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
で
す
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
は
ま
き
ん あの日、僕は、ゲームを朝している時に、雨

があまりにも強かったので、気になって外を
見ると水がたまっており、結果、家はゆか下
浸水していました。それからの生活は大変で、
親の手伝いをしていました。僕が今みなさん
に伝えたいことは、いつ災害がきてもいいよ
うに準備をしておく事だと思います。

（吉田地区・10 代）ふでばこ

　平成 30 年 7 月豪雨による大きな災害の経験は、私たちにとって

忘れられない記憶として刻み付けられました。その記憶を後世へと

伝え残し、未来に向けて役立てられるように、7 月豪雨を経験して

感じたさまざまな想いや、後世に伝えたいことなどを 140 字以内で

広く募集し、お寄せいただいた「声」をここに掲載します。

後世に伝えたい・残したい

「あのときの声、あのときの想い」

宇和島市災害記録誌制作に寄せて

※実施要綱
【募集内容】　平成 30 年豪雨災害を経験して感じたさまざまな想いや後世に伝えたいことなどを
 140 字以内で自由にご記入ください。

【応募資格】　本人もしくは身近な方が被災された方や、平成 30 年 7 月豪雨をきっかけに、
 宇和島市と関わっていただいた方など。（市内外は問わず）

【募集期間】　令和 2 年 11 月１日（日）～令和 3 年 4 月 28 日（水）

豪雨災害で変わり果てた街を大勢のボランティア

さんが、一生懸命作業していたことを思い出しま

す。今は災害があったことを忘れるぐらい戻りつ

つあるこの風景。あの時、復興の願いに集まった

“ひとの思いや繋がり”がかたちになった成果だ

と思います。この思いを忘れず、伝えていきたい

と思います。 （その他・50 代）しげさん

※一部明らかな誤字は修正のうえ、原則原文のまま掲載しています。
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今
ま
で
あ
っ
た
は
ず
の
家
、
山
が
崩
れ
て
いて
全
て
茶
色
く
な
っ
て
いま
し
た
。
一
週
間
前

に
た
ま
た
ま
知
り
合
いの
人
と
会
った
の
で
話
し
ま
し
た
。
そ
の
人
が
行
方
不
明
に
な
って
い

る
と
聞
き
不
安
と
恐
怖
で
いっ
ぱ
いで
し
た
。
数
日
経
っ
て
そ
の
人
が
亡
く
な
っ
て
見
つか
っ

た
と
聞
き
涙
が
沢
山
出
て
き
ま
し
た
。
あ
の
日
は
忘
れ
る
べき
で
は
な
いと
思
いま
す
。

（
吉
田
地
区
・
10
代
）
た
ら
こ
パ
ス
タ
が
食
べた
い

私が覚えているのは吉田高校、三間中、三間

高？！とかの何校かの学校へはたみたいなの

に全校生徒でメッセージを書いたことを覚え

てます。家の方では宇和島だったのであんま

りピンとはこなかったけれど、中学校でみせ

られた動画がしょうげきでした。これからも

何がおこるかわからんけど助けあいたい。

（宇和島地区・10代）ナマケモノ

僕
は
、
そ
の
時
は
三
島
地
区
に
い
て
、
あ
ん
ま
り

状
況
は
分
か
ら
な
い
け
ど
、
大
変
に
な
っ
た
こ
と

は
、
知
っ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
と
か
を
見
て
、

こ
れ
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
学
校
は
、
大

丈
夫
か
と
思
い
ま
し
た
。
今
で
も
学
校
は
、
あ
る

の
で
、
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
災
害
が
続
い

て
も
、
み
ん
な
の
力
で
乗
り
越
え
た
ら
き
っ
と
幸

せ
な
事
が
起
こ
る
。

（
そ
の
他
・
10
代
）
松
浦

豪
雨
災
害
当
時
私
は
さ
い
わ
い
な
こ
と

に
家
に
い
た
。
あ
の
時
の
き
お
く
は
忘

れ
る
わ
け
が
な
い
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム

今
ま
で
30
年
の
豪
雨
災
害
の
規
模
の
災
害

は
、
起
こ
ら
な
いで
あ
ろ
う
と
考
え
て
いた
。
そ

の
為
ど
こ
か
他
人
事
の
よ
う
に
思
っ
て
いた
が
、

被
災
し
て
み
る
と
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い出
来
事

と
な
っ
た
。
今
は
、
ど
ん
な
災
害
で
も
起
こ
り

う
る
だ
ろ
う
と
思
い、
生
活
し
て
いる
。

（
吉
田
地
区
・
50
代
）

大
雨
と
か
が
た
く
さ
ん
ふ
った
り
し

て
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
困
っ
て
た

と
き
に
私
は
、
ぼ
き
ん
ぐ
ら
い
し

か
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
今

で
も
辛
い気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
と
協
力
し

て
役
に
立
ち
た
か
っ
た
と
今
で
も
、

こ
う
か
いし
て
いま
す
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
ひ
な

毎日、あたり前のように使っている水道、電気が急に

使えなくなった。自分の住んでいる所は大丈夫と思っ

て毎日を過ごしていたから急に災害が発生した時はと

ても大変だった。常に防災グッズを準備していないと

いけないと思いました。

（吉田地区・10代）黄金バナナ

川があふれて家が水につかった

りしてとても大変でした。でも、

ボランティアの人々のおかげで

片付けが早く終わりました。人

は助け合いで生きていけること

を忘れないでほしいと思います。

（その他・10代）プリン

豪雨でいろいろなことがあり大変でしたが、あきら
めなければどんなことでもやっていけるのでこれか
らもあきらめずに頑張ってほしいと思いました。
（三間地区・10代）ライ

あの時僕は、家にいて、使っていたスマホがきゅうなりだし
て、びっくりしました。僕の家ふきんは、なにもひがいがな
かったので、良かったですが、テレビを見てみると、いろん
なところがひがいにあっていたので、少し自分の家もこんな
んになるのかなと思ってしんぱいでした。
（宇和島地区・10代）ジバニャン

２年前の当日に豪雨災害が

起きたとき、多くの被害が

出ていたのを覚えています。

見た時に、やばいと思いま

した。また、被災した被害

を忘れないでほしいと思い

ました。（宇和島地区・10代）

けずや

僕は今まで災害にあったことはないけど、動
画などで災害はどんなものかなどを見てきま
した。災害はいつおこるか分からないので逃
げる準備を心がけておきたいです。自分の身
は自分で守り、約束ごとを決めていたらいい
と思います。
（宇和島地区・10代）Ｔ

家
の
近
く
で
た
く
さ
ん
の
土
砂

崩
れ
が
起
き
た
り
、
断
水
に

な
っ
た
り
し
て
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
自
衛
隊
の
方
や
親
せ
き
の

方
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
に
助
け

て
も
ら
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え

て
い
ま
す
。

私
は
当
時
、
大
変
だ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
た
く
さ
ん
の
人
の
優
し
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
吉
田
地
区
・
10
代
）Ｙ

豪
雨
当
日
は
朝
か
ら
今
ま
で
に
な
い
位
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
。

土
砂
災
害
も
発
生
し
、
自
宅
も
浸
水
被
害
に
あ
い
ま
し
た
。

復
旧
作
業
で
追
わ
れ
る
毎
日
で
し
た
。
し
か
し
い
ろ
い
ろ
な
方

か
ら
ご
支
援
し
て
下
さ
っ
た
お
か
げ
で
無
事
に
復
旧
作
業
が
終

わ
り
ま
し
た
。
ご
支
援
し
て
下
さ
っ
た
み
な
さ
ん
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
吉
田
地
区
・
10
代
）
ウ
ッ
チ
ー

宇和島地区に住んでいる私の周辺はあまり被害はありませんでした。

ですが、大雨や強風などという被害がありました。私の友人の家は水

がつかって家から出れないと言っていました。突然の事でびっくりし

た人が多いと思います。今後このような被害を出さないように私達で

協力し、平和に暮らしたいです。（宇和島地区・10代）ミナ

豪雨の後、部室など水などが入り生徒や
先生で学校全体をできるかぎりきれいに
した。すごく記憶に残りました。
（宇和島地区・10代）い

私たちが中学 3 年のときに、災害の様子をニュースで
見ました。最初はこんなにひどく災害が起きると思っ
ていませんでした。体験した人は本当に辛いと思いま
す。その人たちの為にも全員が忘れないように少しで
も何かできることがあればいいなと思います。
（宇和島地区・10代）みっぷる

大変なのはテレビに取り上げられている場所だけでは
ない。私が住んでいた場所は、大きな被災ではなかっ
たが、近所の道には大きな木がたおれ、食料などを車
では買いに行けなかった。すぐてっきょすることがで
きたが、木がたおれたままだとなにもできない。今の
生活がどれだけべんりか考えることができた。
（その他・10代）うさぎ

私のところはあまり被害はなかったけど吉

田地区の現状をニュースで見て他人事じゃ

ないなと思った。死者も出ていて、そこで

気づいたのですが、人はいつどんな時に死

ぬか分からないから日頃から感謝を伝えた

り、優しくしたりと、後悔のないように皆

さんのぶんまで生きようと思います。

（宇和島地区・10代）子夏村今

朝おきると、大阪に住んでいる親せき
から電話がたくさん入っていて折り返
しかけ、テレビを付けると、宇和島が
映っていました。私の家は、山おくな
ので、とても不安になりました。その
数分後おばあちゃんが帰って来て安心
したのを、今でもおぼえています。１
人じゃないって心強いなと思いました。
（宇和島地区・10代）ＡＡＯ

部活の試合ができなかった
ことがくやしかった。
（宇和島地区・ 10代） 湧太

災害地域には、多くの身内や

友人が居りましたが身体は一

個の為、不義理して申し訳な

い気持ちでした。ボランティ

アの活動には、感謝していま

す。今後、恩義を返せるよう

に後世に伝えたいと思います。

（吉田地区・60代）マグチ

7 月 7 日、娘たちを連れて吉田の夏祭りに行くはずだった…。

職場のＰＣには次々と被害の情報がアップされ、携帯からは水の

恐怖に怯える姉と叔母の声。7 月 8 日、どうにか宇和島に戻り、

吉田へ。見慣れた町の信じられない光景。「俺がやる。」気づけば

宇和島事務所への災害派遣に手を挙げていた。

（宇和島地区・40代）土木職員

家
族
や
友
人
と
過
ご
せ
る
こ
と
、
の
ど
が

乾
い
た
ら
水
を
自
由
に
飲
め
る
こ
と
、

暑
け
れ
ば
ク
ー
ラ
ー
を
使
え
る
こ
と
、
お

風
呂
に
入
れ
る
こ
と
、
布
団
で
寝
ら
れ

る
こ
と…

。
災
害
は
一
瞬
で
「
当
た
り

前
」
を
壊
し
て
いき
ま
す
。
日
々
の「
当

た
り
前
」
への
感
謝
と
、
そ
れ
を
守
る
た

め
の
備
え
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
2
年

前
で
し
た
。

（
そ
の
他
・
30
代
）
温
子

今、ここにおれることに感謝です。いつもと変
わらない毎日の朝の時間が、一瞬のうちに、土
石流の中に消えていきました。私達家族も、２、
3分遅かったら、今ここにはいませんでした。
（吉田地区・10代）かすばー

被害を実際に目にして、
復興は難しいと途方にくれ
ましたが、 立ち直れたの
は 「人の力」 あってこそ。
その力を信じて、 前を向
いて少しずつ。 （吉田地
区 ・ 40 代） マル

被
災
当
時
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、

市
役
所
に
電
話
す
る
と
、
市
役
所
の
方
も
分
か

ら
な
い
な
り
に
、
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
結
果
、
い
ろ
い
ろ
な
課
に
ま
わ
さ

れ
ま
し
た
が
、
ど
こ
の
課
で
も
真
剣
に
話
し
を

聞
い
て
い
た
だ
き
、
そ
の
と
き
、
ど
う
し
て
い

い
か
分
か
ら
な
い
私
に
と
っ
て
、
少
し
安
心
で

き
た
対
応
で
し
た
。（
そ
の
他
・
50
代
）m

om
o

被
災
時
の
食
料
・
水
不
足
の
苦
労
、
復
興

へ
の
道
具
不
足
、
災
害
ゴ
ミ
の
処
理
方
法

な
ど
が
大
変
で
し
た
。
全
国
の
被
災
住
民

の
ご
苦
労
が
身
に
染
み
て
感
じ
ま
す
。

（
そ
の
他
・
60
代
）
お
や
じ

先
人
た
ち
が
遺
し
た
「
旧
立
間
村

文
書
」
の
多
く
が
、
洪
水
に
よ
り

水
没
、
被
災
し
た
。
幸
い
、
た

だ
ち
に
愛
媛
大
学
を
中
心
と
す
る

「
愛
媛
資
料
ネ
ッ
ト
」
に
よ
り
、

復
旧
の
た
め
の
活
動
が
行
わ
れ
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
支
援
を
い
た

だ
き
、
地
域
の
歴
史
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
た
。
愛
媛
大
学
の
教

員
・
学
生
諸
氏
が
再
生
に
尽
力
し

た
こ
と
を
伝
え
て
ほ
し
い
。

（
そ
の
他
・
50
代
）
え
ひ
め
記
録
史

料
を
守
る
会
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今
ま
で
あ
っ
た
は
ず
の
家
、
山
が
崩
れ
て
いて
全
て
茶
色
く
な
っ
て
いま
し
た
。
一
週
間
前

に
た
ま
た
ま
知
り
合
いの
人
と
会
った
の
で
話
し
ま
し
た
。
そ
の
人
が
行
方
不
明
に
な
って
い

る
と
聞
き
不
安
と
恐
怖
で
いっ
ぱ
いで
し
た
。
数
日
経
っ
て
そ
の
人
が
亡
く
な
っ
て
見
つか
っ

た
と
聞
き
涙
が
沢
山
出
て
き
ま
し
た
。
あ
の
日
は
忘
れ
る
べき
で
は
な
いと
思
いま
す
。

（
吉
田
地
区
・
10
代
）
た
ら
こ
パ
ス
タ
が
食
べた
い

私が覚えているのは吉田高校、三間中、三間

高？！とかの何校かの学校へはたみたいなの

に全校生徒でメッセージを書いたことを覚え

てます。家の方では宇和島だったのであんま

りピンとはこなかったけれど、中学校でみせ

られた動画がしょうげきでした。これからも

何がおこるかわからんけど助けあいたい。

（宇和島地区・10代）ナマケモノ

僕
は
、
そ
の
時
は
三
島
地
区
に
い
て
、
あ
ん
ま
り

状
況
は
分
か
ら
な
い
け
ど
、
大
変
に
な
っ
た
こ
と

は
、
知
っ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
と
か
を
見
て
、

こ
れ
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
学
校
は
、
大

丈
夫
か
と
思
い
ま
し
た
。
今
で
も
学
校
は
、
あ
る

の
で
、
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
災
害
が
続
い

て
も
、
み
ん
な
の
力
で
乗
り
越
え
た
ら
き
っ
と
幸

せ
な
事
が
起
こ
る
。

（
そ
の
他
・
10
代
）
松
浦

豪
雨
災
害
当
時
私
は
さ
い
わ
い
な
こ
と

に
家
に
い
た
。
あ
の
時
の
き
お
く
は
忘

れ
る
わ
け
が
な
い
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム

今
ま
で
30
年
の
豪
雨
災
害
の
規
模
の
災
害

は
、
起
こ
ら
な
いで
あ
ろ
う
と
考
え
て
いた
。
そ

の
為
ど
こ
か
他
人
事
の
よ
う
に
思
っ
て
いた
が
、

被
災
し
て
み
る
と
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い出
来
事

と
な
っ
た
。
今
は
、
ど
ん
な
災
害
で
も
起
こ
り

う
る
だ
ろ
う
と
思
い、
生
活
し
て
いる
。

（
吉
田
地
区
・
50
代
）

大
雨
と
か
が
た
く
さ
ん
ふ
った
り
し

て
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
困
っ
て
た

と
き
に
私
は
、
ぼ
き
ん
ぐ
ら
い
し

か
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
今

で
も
辛
い気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
と
協
力
し

て
役
に
立
ち
た
か
っ
た
と
今
で
も
、

こ
う
か
いし
て
いま
す
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
ひ
な

毎日、あたり前のように使っている水道、電気が急に

使えなくなった。自分の住んでいる所は大丈夫と思っ

て毎日を過ごしていたから急に災害が発生した時はと

ても大変だった。常に防災グッズを準備していないと

いけないと思いました。

（吉田地区・10代）黄金バナナ

川があふれて家が水につかった

りしてとても大変でした。でも、

ボランティアの人々のおかげで

片付けが早く終わりました。人

は助け合いで生きていけること

を忘れないでほしいと思います。

（その他・10代）プリン

豪雨でいろいろなことがあり大変でしたが、あきら
めなければどんなことでもやっていけるのでこれか
らもあきらめずに頑張ってほしいと思いました。
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あの時僕は、家にいて、使っていたスマホがきゅうなりだし
て、びっくりしました。僕の家ふきんは、なにもひがいがな
かったので、良かったですが、テレビを見てみると、いろん
なところがひがいにあっていたので、少し自分の家もこんな
んになるのかなと思ってしんぱいでした。
（宇和島地区・10代）ジバニャン
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ました。（宇和島地区・10代）
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僕は今まで災害にあったことはないけど、動
画などで災害はどんなものかなどを見てきま
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不
足
の
苦
労
、
復
興

へ
の
道
具
不
足
、
災
害
ゴ
ミ
の
処
理
方
法

な
ど
が
大
変
で
し
た
。
全
国
の
被
災
住
民

の
ご
苦
労
が
身
に
染
み
て
感
じ
ま
す
。

（
そ
の
他
・
60
代
）
お
や
じ

先
人
た
ち
が
遺
し
た
「
旧
立
間
村

文
書
」
の
多
く
が
、
洪
水
に
よ
り

水
没
、
被
災
し
た
。
幸
い
、
た

だ
ち
に
愛
媛
大
学
を
中
心
と
す
る

「
愛
媛
資
料
ネ
ッ
ト
」
に
よ
り
、

復
旧
の
た
め
の
活
動
が
行
わ
れ
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
支
援
を
い
た

だ
き
、
地
域
の
歴
史
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
た
。
愛
媛
大
学
の
教

員
・
学
生
諸
氏
が
再
生
に
尽
力
し

た
こ
と
を
伝
え
て
ほ
し
い
。

（
そ
の
他
・
50
代
）
え
ひ
め
記
録
史

料
を
守
る
会
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私が中３の時に通っていた中学校の一
階部分が全て災害でダメになってしま
い、休校をよぎなくなりました。学校
が使えない間は、各地域の小学校へ
通っていました。中学校の体育館が使
えなかったため、文化祭などができま
せんでした。自分自身は中３で最後
だったので、できなくて少し悔しかっ
たです。（吉田地区・10代）Ｋ

僕は、宇和島に住んでいるので豪雨の時は、雨強いな程度の感じで思っ
ていました。ですがニュースや学校で吉田町の方の写真や映像をみて、
ものすごい被害に合っているのを知りました。当時僕は中学生で中学の
先生に被災された先生がいて話を聞くとそういう目に合いたくないなと
思いました。（宇和島地区・10代）武内

私
の
家
は
床
上
浸
水
で
被
害
は

大
き
か
っ
た
で
す
。
近
く
の
商

店
の
人
か
ら
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
な

ど
食
べ
ら
れ
る
物
を
いた
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
母
と
一
緒
に
地

域
の
人
に
も
配
り
ま
し
た
。
初

め
て
話
す
人
が
多
か
っ
た
け
れ
ど

と
て
も
優
し
い方
た
ち
で
こ
の
地

域
で
良
か
っ
た
と
思
いま
し
た
。

災
害
の
と
き
で
も
思
いや
り
は
忘

れ
ず
に
・
・
・
。

（
吉
田
地
区
・
10
代
）
ね
こ
ま

ん
ま

自然の災害を見てすごかった。
（宇和島地区・10代）侑希

今通っている学校が被害にあったことを、数年
たった今でも信じられません。今こうして心お
きなく学校に通えているのは、被災された方々
だけでなく、ボランティアの方々や様々な心優
しく支援してくださった方々のおかげだと思っ
ています。感謝してもしきれません。
（宇和島地区・10代）あゆ

川からすぐ離れて避難しよう。

（宇和島地区・10代）ゴボウ

生まれて初めて自分自身が災害にあって何をするべき

なのか全くわからなかった。家の近くでも浸水したり、

土しゃくずれなどが多く起きたため掃除をして、断水

にもなり３ｋm 先に水を取りに行ったり大変だった。

もともと人が少ない地域で片づけが本当に大変だっ

た。授業も無くなって勉強も不安になった。

（吉田地区・10代）ともひろ

あのとき警報の放送は聞こえなかった。あの時家の前の道は川に

なっていた。すぐに出るように電話し「わかった」といった声が

最後になった。私にとってかけがえのない家族は生き埋めになっ

ていた。竹ヤブはあったが柱一本もないのっぺらぼうに。あの大

きなコンクリートのかたまりが何個もころげ落ちていた。何なん

だろうと思う。（吉田地区・70代）

あの日、私の家は被害はありませんでしたが、近
くの川が少しずつ溢れ、田んぼが浸水していくの
を目の当たりにし、とても怖かったのを覚えてい
ます。後日、吉田にボランティアで行きましたが、
TVでは伝えきれない被災者の無念さや苦労を直接
知りましたが、皆さん前向きで、逆に元気をもら
いました。（その他・20代）松

私
の
親
せ
き
は
こ
の
豪
雨
災
害
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。
私
は
逢
っ
た
事
も
話
し
た
こ

と
も
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
事
を
聞
い
た
時

初
め
て
他
人
事
で
は
な
く
て
み
じ
か
な
ん

だ
と
い
う
事
を
知
っ
た
し
そ
の
時
私
の
母

親
は
、「
今
度
逢
い
に
行
く
予
定
だ
っ
た

の
に
。」
と
泣
い
て
い
ま
し
た
。
私
は
、

感
謝
の
言
葉
や
逢
い
に
行
く
時
は
後
回
し

に
せ
ず
、
今
言
う
事
に
意
味
が
あ
る
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女

王
さ
ん

災
害
を
受
け
、
今
ま
で
以
上
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

家
族
の
絆
、
同
僚
の
思
い
や
り
、
友
情
の
大
切
さ
を
知
り
ま

し
た
。
恐
怖
、
嫌
な
気
持
ち
等
、
一
人
我
慢
せ
ず
、
み

ん
な
で
話
し
合
い
、
乗
り
越
え
ら
れ
ま
す
。
助
け
合
い
、

話
し
合
い
、
支
え
合
い
の
生
活
が
一
番
で
す
。

（
吉
田
地
区
・
40
代
）yanyanあ

の
日
目
が
覚
め
る
と
そ
こ
は
別
世
界
で
し
た
。

大
好
き
な
地
域
の
姿
は
な
く
一
面
茶
色
の
海
で
し

た
。
水
が
消
え
る
と
泥
が
残
り
私
が
育
っ
た
保
育

園
は
浸
水
し
て
い
た
た
め
壊
れ
、
今
は
平
地
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
愛
犬
も
病
気
に
な
り
亡
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
何
よ
り
普
通
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
普
通
が
幸
せ
だ
っ
た
の
だ
と
今
更
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。

（
吉
田
地
区
・
10
代
）
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
中
に
は

三
間
中
、
高
の
体
育
館
に
水
が
入
っ
て
き
た
り
。

約
１
ヶ
月
間
水
が
ま
った
く
出
な
く
て
、
道
の駅
に

給
水
車
が
来
た
り
、
と
て
も
大
変
で
し
た
。
いつな

に
が
あ
る
か
分
か
ら
な
いの
で
、
そ
う
いう
こ
と
に
な
っ

て
も
た
いし
ょ
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
いて
ほ
し
い。

（
三
間
地
区
・
10
代
）
東
　
桧
里

人生の中で絶望する時、幸せな時、悲しい時などいつ
何が起こるかわからない。でも人が協力すればどんな
ことだって乗り越えられる。だから、困った時は手を
取り合ってみんなでどんなことにも立ち向かっていっ
て下さい。辛いという字に一を加えれば幸せになるよ
うに一つずつゆっくり幸せになれるように。
（その他・10代）のんきな学生

こ
の
豪
雨
災
害
で
相
当
な
被
害
が
で
ま
し

た
。
だ
か
ら
こ
の
災
害
を
い
か
し
て
雨
に

負
け
な
い
よ
う
な
町
に
変
え
た
い
で
す
。

こ
の
時
私
は
中
学
2
年
生
で
部
活
の
え
ん

せ
い
が
あ
る
予
定
で
し
た
が
豪
雨
で
中
止

に
な
り
こ
の
時
の
私
は
う
れ
し
い
気
持
ち

で
し
た
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ
で
相
当
被
害

が
で
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
反
省
し
て
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
ア
ッ
プ
ル
り
ん
ご

災害の時に、私の家の前の畑が沈んでいました。元々
雨が好きなので、最初はちょっとワクワクしてまし
た。でも、畑を見た瞬間、その気持ちはいっきに不
安へと変わりました。70年近く生きている祖母もこ
んな光景を見たのは初めてと言っていました。もう
このような絶望的な不安にはなりたくないです。
（宇和島地区・10代）にきび①

と
て
も
怖
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
こ
と
を
思
い

出
し
、
日
頃
の
生
活
の
幸
せ
を
感
じ
た
い。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
悠
魁

最
初
は
普
通
の
雨
だ
っ
た
の
で
す
が

深
夜
に
起
き
て
み
る
と
外
は
今
ま
で

に
な
い
く
ら
い
雨
が
降
っ
て
お
り
豪

音
が
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。
僕
が

住
ん
で
い
る
宇
和
島
地
区
は
な
ん
と

も
な
か
っ
た
で
す
が
、
テ
レ
ビ
で
吉

田
地
区
の
光
景
を
見
た
時
は
今
で
も

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
町
と
い
う
原
型

を
留
め
て
お
ら
ず
湖
の
よ
う
で
し

た
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
ハ
ゲ
ザ
ル

で
す

数日間水が止まって大変だった。近所の人の井門から水を分けて
もらったり、父の仕事場から持って帰ったりしてもらってしのい
だ。おふろも週に数回しか入れなかった。家が床下浸水して、工
事が必要になったので、一か月くらい仮住まいした。車が水没し
てこわれたのがとても悲しかった。（吉田地区・10代）あ

大丈夫でしたか？僕は大丈夫でした。

もうあんな事はおきてほしくないです。

（宇和島地区・10代）しょーちゃん

た
く
さ
ん
の
被
害
が
出
て
た
く
さ
ん
の
人

が
悲
し
み
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
近
く
で
見

て
私
も
辛
か
っ
た
で
す
。
三
間
町
は
い
っ

と
き
断
水
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
た

く
さ
ん
の
人
に
助
け
ら
れ
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
改
め
て
感
謝
し
た

い
で
す
。
こ
う
い
う
と
き
だ
か
ら
こ
そ
助

け
合
い
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。

（
三
間
地
区
・
10
代
）
み
い
ち
ゃ
む

ボランティアとして支援に行きました。社協のボラセンは

地元 / 近隣の初心者を上手く活用する仕組みとしては、日

本独特の優秀な発明なのですが、ベテラン、リピーター受

け入れの「民間ボラセン」の仕組みを検証し、改善して、

後の災害に活かすべきです。被災地責任、災害サイクルな

どともいわれます。（その他・50代）いち　ボランティア

1
ヶ
月
後
に
宇
和
島
に
行
っ
て
豪
雨
の
爪

痕
を
見
ま
し
た
が
、
災
害
を
身
近
に
感
じ

ま
し
た
。

（
そ
の
他
・
30
代
）
じ
ゃ
こ

「泥水に泣きいただいた愛に感謝の暑い夏」紙
コップ 1 杯の水で歯磨きと洗顔をし、山を引
き裂いた重い泥除けへ。流された片付けに欠
かせぬのが水という皮肉。通水再開の無線放
送にバンザイし涙が。忘れないぞ！全国から
のマンパワーと支援、線状降水帯予報は避難
あるのみと。（吉田地区・70代）良子

県
外
在
住
。
最
初
は
マ
ス
コ
ミ
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
被

害
の
深
刻
さ
が
分
か
ら
ず
S
N
S

の
情
報
が
頼
り
で
し
た
。
生
の
声

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
届
け
ら
れ
る

S
N
S
の
重
要
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

（
そ
の
他
・
40
代
）ma___ch

他人事ではなく、自分事。そう捉えることが簡
単なようで、とても難しいことを実感した出来
事だった。変わり果てたまち。昨日まではなかっ
た光景。当たり前の日常が一変した。再び起き
ないとも限らない。ぜひ、自分事に。
（宇和島地区・30代）災害学び隊

本
当
に
、
何
が
起
こ
る
か
な
ん
て

誰
に
も
分
か
ら
な
い
。

（
そ
の
他
・
30
代
）
煉
獄
さ
ん

普
段
の
生
活
が
当
た
り
前
だ
と
思
わ
な
いで
！！

（
宇
和
島
地
区
・
40
代
）
つば
さ

私
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
は
豪
雨
災
害
で

の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、

周
り
の
人
は
実
家
が
被
害
を
受
け
て
、
私

自
身
も
土
砂
の
片
付
け
の
手
伝
い
に
行
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
は
「
運
よ
く
」

被
害
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
だ
け
な
ん
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。
こ
う
い
う
災
害
に
関

し
て
、
無
関
心
で
い
た
ら
ダ
メ
だ
と
思
い

ま
し
た
。

（
そ
の
他
・
20
代
）
つ
か
さ
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私が中３の時に通っていた中学校の一
階部分が全て災害でダメになってしま
い、休校をよぎなくなりました。学校
が使えない間は、各地域の小学校へ
通っていました。中学校の体育館が使
えなかったため、文化祭などができま
せんでした。自分自身は中３で最後
だったので、できなくて少し悔しかっ
たです。（吉田地区・10代）Ｋ

僕は、宇和島に住んでいるので豪雨の時は、雨強いな程度の感じで思っ
ていました。ですがニュースや学校で吉田町の方の写真や映像をみて、
ものすごい被害に合っているのを知りました。当時僕は中学生で中学の
先生に被災された先生がいて話を聞くとそういう目に合いたくないなと
思いました。（宇和島地区・10代）武内

私
の
家
は
床
上
浸
水
で
被
害
は

大
き
か
っ
た
で
す
。
近
く
の
商

店
の
人
か
ら
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
な

ど
食
べ
ら
れ
る
物
を
いた
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
母
と
一
緒
に
地

域
の
人
に
も
配
り
ま
し
た
。
初

め
て
話
す
人
が
多
か
っ
た
け
れ
ど

と
て
も
優
し
い方
た
ち
で
こ
の
地

域
で
良
か
っ
た
と
思
いま
し
た
。

災
害
の
と
き
で
も
思
いや
り
は
忘

れ
ず
に
・
・
・
。

（
吉
田
地
区
・
10
代
）
ね
こ
ま

ん
ま

自然の災害を見てすごかった。
（宇和島地区・10代）侑希

今通っている学校が被害にあったことを、数年
たった今でも信じられません。今こうして心お
きなく学校に通えているのは、被災された方々
だけでなく、ボランティアの方々や様々な心優
しく支援してくださった方々のおかげだと思っ
ています。感謝してもしきれません。
（宇和島地区・10代）あゆ

川からすぐ離れて避難しよう。

（宇和島地区・10代）ゴボウ

生まれて初めて自分自身が災害にあって何をするべき

なのか全くわからなかった。家の近くでも浸水したり、

土しゃくずれなどが多く起きたため掃除をして、断水

にもなり３ｋm 先に水を取りに行ったり大変だった。

もともと人が少ない地域で片づけが本当に大変だっ

た。授業も無くなって勉強も不安になった。

（吉田地区・10代）ともひろ

あのとき警報の放送は聞こえなかった。あの時家の前の道は川に

なっていた。すぐに出るように電話し「わかった」といった声が

最後になった。私にとってかけがえのない家族は生き埋めになっ

ていた。竹ヤブはあったが柱一本もないのっぺらぼうに。あの大

きなコンクリートのかたまりが何個もころげ落ちていた。何なん

だろうと思う。（吉田地区・70代）

あの日、私の家は被害はありませんでしたが、近
くの川が少しずつ溢れ、田んぼが浸水していくの
を目の当たりにし、とても怖かったのを覚えてい
ます。後日、吉田にボランティアで行きましたが、
TVでは伝えきれない被災者の無念さや苦労を直接
知りましたが、皆さん前向きで、逆に元気をもら
いました。（その他・20代）松

私
の
親
せ
き
は
こ
の
豪
雨
災
害
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。
私
は
逢
っ
た
事
も
話
し
た
こ

と
も
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
事
を
聞
い
た
時

初
め
て
他
人
事
で
は
な
く
て
み
じ
か
な
ん

だ
と
い
う
事
を
知
っ
た
し
そ
の
時
私
の
母

親
は
、「
今
度
逢
い
に
行
く
予
定
だ
っ
た

の
に
。」
と
泣
い
て
い
ま
し
た
。
私
は
、

感
謝
の
言
葉
や
逢
い
に
行
く
時
は
後
回
し

に
せ
ず
、
今
言
う
事
に
意
味
が
あ
る
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女

王
さ
ん

災
害
を
受
け
、
今
ま
で
以
上
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

家
族
の
絆
、
同
僚
の
思
い
や
り
、
友
情
の
大
切
さ
を
知
り
ま

し
た
。
恐
怖
、
嫌
な
気
持
ち
等
、
一
人
我
慢
せ
ず
、
み

ん
な
で
話
し
合
い
、
乗
り
越
え
ら
れ
ま
す
。
助
け
合
い
、

話
し
合
い
、
支
え
合
い
の
生
活
が
一
番
で
す
。

（
吉
田
地
区
・
40
代
）yanyanあ

の
日
目
が
覚
め
る
と
そ
こ
は
別
世
界
で
し
た
。

大
好
き
な
地
域
の
姿
は
な
く
一
面
茶
色
の
海
で
し

た
。
水
が
消
え
る
と
泥
が
残
り
私
が
育
っ
た
保
育

園
は
浸
水
し
て
い
た
た
め
壊
れ
、
今
は
平
地
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
愛
犬
も
病
気
に
な
り
亡
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
何
よ
り
普
通
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
普
通
が
幸
せ
だ
っ
た
の
だ
と
今
更
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。

（
吉
田
地
区
・
10
代
）
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
中
に
は

三
間
中
、
高
の
体
育
館
に
水
が
入
っ
て
き
た
り
。

約
１
ヶ
月
間
水
が
ま
った
く
出
な
く
て
、
道
の駅
に

給
水
車
が
来
た
り
、
と
て
も
大
変
で
し
た
。
いつな

に
が
あ
る
か
分
か
ら
な
いの
で
、
そ
う
いう
こ
と
に
な
っ

て
も
た
いし
ょ
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
いて
ほ
し
い。

（
三
間
地
区
・
10
代
）
東
　
桧
里

人生の中で絶望する時、幸せな時、悲しい時などいつ
何が起こるかわからない。でも人が協力すればどんな
ことだって乗り越えられる。だから、困った時は手を
取り合ってみんなでどんなことにも立ち向かっていっ
て下さい。辛いという字に一を加えれば幸せになるよ
うに一つずつゆっくり幸せになれるように。
（その他・10代）のんきな学生

こ
の
豪
雨
災
害
で
相
当
な
被
害
が
で
ま
し

た
。
だ
か
ら
こ
の
災
害
を
い
か
し
て
雨
に

負
け
な
い
よ
う
な
町
に
変
え
た
い
で
す
。

こ
の
時
私
は
中
学
2
年
生
で
部
活
の
え
ん

せ
い
が
あ
る
予
定
で
し
た
が
豪
雨
で
中
止

に
な
り
こ
の
時
の
私
は
う
れ
し
い
気
持
ち

で
し
た
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ
で
相
当
被
害

が
で
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
反
省
し
て
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
ア
ッ
プ
ル
り
ん
ご

災害の時に、私の家の前の畑が沈んでいました。元々
雨が好きなので、最初はちょっとワクワクしてまし
た。でも、畑を見た瞬間、その気持ちはいっきに不
安へと変わりました。70年近く生きている祖母もこ
んな光景を見たのは初めてと言っていました。もう
このような絶望的な不安にはなりたくないです。
（宇和島地区・10代）にきび①

と
て
も
怖
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
こ
と
を
思
い

出
し
、
日
頃
の
生
活
の
幸
せ
を
感
じ
た
い。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
悠
魁

最
初
は
普
通
の
雨
だ
っ
た
の
で
す
が

深
夜
に
起
き
て
み
る
と
外
は
今
ま
で

に
な
い
く
ら
い
雨
が
降
っ
て
お
り
豪

音
が
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。
僕
が

住
ん
で
い
る
宇
和
島
地
区
は
な
ん
と

も
な
か
っ
た
で
す
が
、
テ
レ
ビ
で
吉

田
地
区
の
光
景
を
見
た
時
は
今
で
も

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
町
と
い
う
原
型

を
留
め
て
お
ら
ず
湖
の
よ
う
で
し

た
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
ハ
ゲ
ザ
ル

で
す

数日間水が止まって大変だった。近所の人の井門から水を分けて
もらったり、父の仕事場から持って帰ったりしてもらってしのい
だ。おふろも週に数回しか入れなかった。家が床下浸水して、工
事が必要になったので、一か月くらい仮住まいした。車が水没し
てこわれたのがとても悲しかった。（吉田地区・10代）あ

大丈夫でしたか？僕は大丈夫でした。

もうあんな事はおきてほしくないです。

（宇和島地区・10代）しょーちゃん

た
く
さ
ん
の
被
害
が
出
て
た
く
さ
ん
の
人

が
悲
し
み
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
近
く
で
見

て
私
も
辛
か
っ
た
で
す
。
三
間
町
は
い
っ

と
き
断
水
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
た

く
さ
ん
の
人
に
助
け
ら
れ
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
改
め
て
感
謝
し
た

い
で
す
。
こ
う
い
う
と
き
だ
か
ら
こ
そ
助

け
合
い
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。

（
三
間
地
区
・
10
代
）
み
い
ち
ゃ
む

ボランティアとして支援に行きました。社協のボラセンは

地元 / 近隣の初心者を上手く活用する仕組みとしては、日

本独特の優秀な発明なのですが、ベテラン、リピーター受

け入れの「民間ボラセン」の仕組みを検証し、改善して、

後の災害に活かすべきです。被災地責任、災害サイクルな

どともいわれます。（その他・50代）いち　ボランティア

1
ヶ
月
後
に
宇
和
島
に
行
っ
て
豪
雨
の
爪

痕
を
見
ま
し
た
が
、
災
害
を
身
近
に
感
じ

ま
し
た
。

（
そ
の
他
・
30
代
）
じ
ゃ
こ

「泥水に泣きいただいた愛に感謝の暑い夏」紙
コップ 1 杯の水で歯磨きと洗顔をし、山を引
き裂いた重い泥除けへ。流された片付けに欠
かせぬのが水という皮肉。通水再開の無線放
送にバンザイし涙が。忘れないぞ！全国から
のマンパワーと支援、線状降水帯予報は避難
あるのみと。（吉田地区・70代）良子

県
外
在
住
。
最
初
は
マ
ス
コ
ミ
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
被

害
の
深
刻
さ
が
分
か
ら
ず
S
N
S

の
情
報
が
頼
り
で
し
た
。
生
の
声

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
届
け
ら
れ
る

S
N
S
の
重
要
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

（
そ
の
他
・
40
代
）ma___ch

他人事ではなく、自分事。そう捉えることが簡
単なようで、とても難しいことを実感した出来
事だった。変わり果てたまち。昨日まではなかっ
た光景。当たり前の日常が一変した。再び起き
ないとも限らない。ぜひ、自分事に。
（宇和島地区・30代）災害学び隊

本
当
に
、
何
が
起
こ
る
か
な
ん
て

誰
に
も
分
か
ら
な
い
。

（
そ
の
他
・
30
代
）
煉
獄
さ
ん

普
段
の
生
活
が
当
た
り
前
だ
と
思
わ
な
いで
！！

（
宇
和
島
地
区
・
40
代
）
つば
さ

私
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
は
豪
雨
災
害
で

の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、

周
り
の
人
は
実
家
が
被
害
を
受
け
て
、
私

自
身
も
土
砂
の
片
付
け
の
手
伝
い
に
行
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
は
「
運
よ
く
」

被
害
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
だ
け
な
ん
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。
こ
う
い
う
災
害
に
関

し
て
、
無
関
心
で
い
た
ら
ダ
メ
だ
と
思
い

ま
し
た
。

（
そ
の
他
・
20
代
）
つ
か
さ

第
6
章

災
害
を
振
り
返
っ
て
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家が床下浸水をしました。床下の泥除けと車庫の泥除けと
本当に大変でした。断水により水の確保も毎日、車にタン
クを積んで給水場に通いました。嫁さんも子供も協力して
くれて 1ヶ月以上洗濯も毎日通いました。思い出すと大変
な毎日でしたが、家族の絆が深まった気がします。これか
らも頑張っていきます。（吉田地区・50代）ヤマト

災害をあまくみたらいけないと思った。
（その他・10代）しゅん吉

僕は被災してはいませんがニュー
スなどで見て身近なところであん
な災害がおきるとは思っていませ
んでした。災害はいつどこでおき
るかわかりません。そのときのた
めにしっかりそなえができたらい
いと思います。
（津島地区・10代）しょう

この災害があった日、私は 15 才の誕生日でした。目を
覚ますまでは楽しい１日になるといいなと思っていたけ
ど全く逆のことが起こり不安でいっぱいになりました。
何気ない毎日でたくさん辛いことや苦しいことがあるけ
ど、自分の足で生きていることはとても幸せで楽しいこ
とだと思いしらされました。
（宇和島地区・10代）にきび２

とてもこわかった。
（その他・10代）ゆうや

お
そ
ろ
し
い
と
思
っ
た
。

（
そ
の
他
・
10
代
）
菜
々
ち
ゃ
ん

い
つ
も
は
静
か
な
河
内
川
、
コ
イ
、
フ
ナ
が
泳
ぎ
憩
い
の

川
が
茶
色
の
濁
流
と
な
り
水
田
地
帯
は
大
海
と
な
っ
て
下

流
へ
と
。
二
階
か
ら
ボ
ー
と
今
を
眺
め
る
だ
け…

。

人
間
の
無
力
さ
を
知
り
又
自
然
の
力
の
怖
さ
を
つ
く
づ
く

思
い
知
り
ま
し
た
。

（
吉
田
地
区
・
70
代
）
吉
田
の
が
ん
ば
る
じ
い
ち
ゃ
ん

当時自分は災害時の豪雨について、かなり強い雨だ
としか思っていませんでした。ただ、学校の先生や、
親からは川には近づくな山の方には行くななどと、
強く言い聞かされました。実際、高校では近くの川
の水が体育館の床にひたるまでに増え、先生方が対
しょしたと聞きました。
（宇和島地区・10代）Atsushi

２年前の豪雨災害で被災された方々
も少しずつ生活を取り戻しているけれど
２年前の豪雨災害は誰もが忘れない
と思う。
（三間地区 ・ 10 代）はるちゃん

あ
の
日
私
は
家
の
窓
の
前
に
座
り
外
を
眺

め
て
い
ま
し
た
。
幾
度
と
な
く
降
り
続
く

雨
を
見
て
吉
田
に
い
る
い
と
こ
の
心
配
を

し
て
い
ま
し
た
。
次
の
日
に
ニ
ュ
ー
ス
を

見
て
衝
撃
を
受
け
た
あ
の
感
覚
は
、
当
時

中
学
3
年
生
だ
っ
た
私
の
心
に
大
き
く
響

き
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
な
ど
の
未
来
に
不

安
を
覚
え
ま
し
た
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
ペ
ン
ギ
ン

あの日私は中学二年生でした。家の近くでも土砂
崩れが起き多くの人が巻きこまれ、生きうめになっ
ている。この言葉を聞いたとき、何もできません
でした。この日から私はこまっている人などをみ
かけると「助けたい。」と思うようになりました。
多くの人がぎせいとなったことを忘れないでほし
いと強く思います。
（宇和島地区・10代）ばくん

百年に一度？青田が泥海と化す。風呂窯に山水を引き生活用
水基地に。鍋を総動員して湯を沸かし、上澄みを掬いのべな
がら風呂、トイレへバケツ 2 杯。紙皿にラップ、弁当箱は
紙コップ、夕食はおかず宅配に。ドブ臭の泥かき中、給水車
や自衛隊機を見送る非日常。皆、力を合わせて生き、支えら
れて今がある。
（三間地区・50代）白いコスモス

私
は
宇
和
島
に
住
ん
で
い
て
、
経
験
し
た
り
は
し
て
ま

せ
ん
が
、
と
っ
て
も
大
き
な
被
災
を
受
け
た
と
知
っ
て

い
ま
す
。
豪
雨
災
害
で
、
何
も
か
も
が
失
わ
れ
た
と

思
い
ま
す
。
映
像
を
み
た
と
き
い
っ
し
ゅ
ん
に
し
て
、

家
や
、
人
が
流
さ
れ
、
経
験
さ
れ
た
方
は
、
目
の
前

で
人
が
流
さ
れ
た
り
、
自
分
の
家
が
流
さ
れ
た
り
、

ど
う
い
う
気
持
ち
で
見
て
い
た
の
か
覚
え
て
い
て
ほ
し

い
で
す
。
（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
ま
な

豪雨災害を経験して、 私たちは水が一か月間出なくなりまし
た。 水をくみに行ってトイレなどに使っていました。 でも、 こ
れは支援があったおかげで生活できていました。 水害で家が
なくなる人もいて、 たくさんのものを失った人もいました。 早く
完全に復興できるといいなと思っています。
（吉田地区 ・ 10 代） にしざきん

最
初
は
大
雨
で
災
害
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
いな
か
っ
た
の

で
と
て
も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
大
き
な
災
害
で
と

て
も
怖
か
っ
た
で
す
。
さ
いわ
いに
自
分
の
住
む
地
域
で
は

あ
ま
り
こ
う
ず
いや
土
し
ゃ
く
ず
れ
は
お
き
な
か
った
の
で
よ

か
った
と
思
いま
し
た
。
そ
れ
で
も
多
く
の
地
区
が
災
害
に

あ
わ
れ
て
いて
災
害
の
恐
ろ
し
さ
が
つた
わ
り
ま
し
た
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
こ
う
ち
ゃ
ん

２
年
前
に
大
雨
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
の
後
は
、
た
く
さ
ん
家
に
子
供

が
い
て
雨
の
音
に
な
い
て
し
ま
っ

て
ま
し
た
。
な
の
で
も
う
あ
ん
な

大
雨
が
き
て
ほ
し
く
な
い
な
と

思
っ
て
ま
す
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
玉
ち
ゃ
ん

僕が中学 3 年生の時でした。僕が住んでいる津
島では、あまり災害はありませんでした。しかし、
吉田からきている先生が中学校まで水をくみに
きていたのを覚えています。僕はそれを手伝い
ました。もうこのような災害はおきてほしくな
いけど、いつおこるかわからないので対策をし
ていきたいです。（津島地区・10代）ニキビ３

豪
雨
の
時
の
状
況
は
唖
然
と
し

ま
し
た
。
復
旧
への
取
組
は
一

歩
一
歩
だ
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。

現
在
、
多
く
の
ひ
と
が
日
常
の

生
活
を
取
り
戻
し
つつあ
る
と
思

い
ま
す
。
今
後
、
ど
ん
な
災
害

が
お
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

地
域
全
体
で
取
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

（
そ
の
他
・
40
代
）
お
っさ
ん

七夕になると思い出す事です。8 日の朝早く母からの携帯が水が入って来てベッドの上
に座っていると ! 逃げたくても玄関も開かない助けに行く事もできない！次の連絡は窓
から消防団の人におぶってもらい高いとこに連れていってもらったと ! 感謝感謝でした。
本当にありがとうございました。（吉田地区・60代）菜の花

災害翌日 7/8 昼に車で宇和島から吉田

町へ。道中の片側交互通行、通行止めで

迂回する所で、交通整理の方々がいらし

た。職場は 30cm の浸水で床一面に泥

水がべったり。断水での清掃が始まる。

吉田の夏祭りが行われるはずだった商店

街の七夕飾りが、片付けられることなく、

しばらく土煙をかぶり続けていた。

（その他・40代）職場が吉田町

あ
の
日
、
真
っ
白
く
屋
根
を
叩
く
雨
の
音

が
な
ん
だ
か
不
安
を
よ
ぎ
っ
た
。
家
の
横

を
泥
水
が
流
れ
、
道
に
ま
で
流
れ
て
き
た
。

携
帯
に
友
か
ら
連
絡
が
き
た
仲
良
し
グ

ル
ー
プ
で
お
互
い
の
状
況
を
確
認
し
て
い

た
が
1
人
だ
け
既
読
が
つ
か
な
い
。
消
防

や
近
所
の
人
の
話
で
友
達
の
家
が
海
ま
で

流
さ
れ
捜
索
さ
れ
た…

友
は
空
へ…

今
も

消
せ
な
い
友
の
携
帯

（
吉
田
地
区
・
50
代
）
友
を
忘
れ
な
い

撤
去
作
業
に
駆
け
付
け
た
時
、
吉
田
商
店
街
が

ド
ラ
マ
の
中
に
出
て
く
る
戦
後
の
日
本
の
よ
う
に
感

じ
た
。
今
ま
で
は
災
害
が
遠
い世
界
の
出
来
事
だ
っ

た
が
、
あ
の
時
災
害
の
怖
さ
を
嫌
と
いう
ほ
ど
思
い

知
ら
さ
れ
た
。
今
は
何
事
も
無
か
っ
た
か
の
よ
う

に
・
・
・
。
復
興
に
携
わ
っ
た
方
々
に
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い。

（
吉
田
地
区
・
40
代
）
よ
し
く
ん

テ
レ
ビ
の
中
の
話
だ
と
思
っ
て
い
た
。

ど
こ
か
で
、
自
分
と
は
関
係
な
い
と

思
っ
て
い
た
。
親
し
い
人
た
ち
が
普

通
の
生
活
が
で
き
な
く
な
り
物
資
を

集
め
て
送
っ
た
。
と
に
か
く
み
ん
な
無

事
で
よ
か
っ
た
。
。

（
そ
の
他
・
40
代
）kazu

自分が勤めている会社の工場や、学生時代を過ご

した地元が被害にあいました。いざ、自分の身の

回りに及んで初めて、他人事だと思っていた災害

が、誰の身にも起こりうる事なのだと強く実感し

ました。（その他・20代）N

あ
の
日
、
上
流
か
ら
流
れ
て
き
た
土
砂
が

水
と
共
に
家
を
襲
っ
た
。
土
嚢
を
乗
り
越

え
た
そ
れ
に
負
け
ま
いと
持
て
る
だ
け
の
家
具

を
2
階
に
上
げ
よ
う
と
し
た
が
、
無
惨
に

水
没
し
て
い
っ
た
。
豪
雨
の
前
で
人
は
無

力
だ
。
だ
が
、
復
興
で
築
いた
絆
は
大
切

な
宝
に
な
っ
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に

は
感
謝
し
か
な
い。

（
吉
田
地
区
・
10
代
）
え
り

僕は最初、雨が強いとしか思ってなく普通にすごしていたの
ですがスマートフォンから災害のニュースやアラートなどが
とどき今大災害が起こっていることを理解しました。宇和島
地区では大きな問題はなかったのですが吉田の大災害はいま
でも忘れることはないです。（宇和島地区・10代）学会員

平成 30 年７月の豪雨災害で色んな方々が家や物や土砂で亡く
なられて家に大変土砂が流れ込んで、学校にも行けなく、友達、
おじいちゃん、おばあちゃんは大丈夫かと心配になったでしょ
う。私もなり、命の大切さをあらためて感謝して、いつでも命
が守れるように日頃から、行動をしていこうと思いました。
（宇和島地区・10代）Cooky（クッキー）

幸せになってください。
（宇和島地区 ・ 10 代）ａ

豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
様
々
な
被
害
を
受

け
た
の
で
、
自
分
た
ち
は
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
だ
と
思
わ
ず
に
し
っ
か
り
対
策
を
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
匿
名

被
災
し
た
と
き
は
つら
い気
持
ち
や
自
分
の
大

切
な
も
の
や
人
な
ど
が
な
く
な
っ
た
り
と
大
変

な
思
いを
し
て
き
た
と
思
う
の
で
こ
れ
か
ら
の
人

生
に
期
待
を
も
ち
大
変
な
こ
と
を
乗
り
越
え

ら
れ
る
よ
う
日
々
が
ん
ば
って
く
だ
さ
い。

（
吉
田
地
区
・
10
代
）
赤
井
秀
一

第
6
章

災
害
を
振
り
返
っ
て
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家が床下浸水をしました。床下の泥除けと車庫の泥除けと
本当に大変でした。断水により水の確保も毎日、車にタン
クを積んで給水場に通いました。嫁さんも子供も協力して
くれて 1ヶ月以上洗濯も毎日通いました。思い出すと大変
な毎日でしたが、家族の絆が深まった気がします。これか
らも頑張っていきます。（吉田地区・50代）ヤマト

災害をあまくみたらいけないと思った。
（その他・10代）しゅん吉

僕は被災してはいませんがニュー
スなどで見て身近なところであん
な災害がおきるとは思っていませ
んでした。災害はいつどこでおき
るかわかりません。そのときのた
めにしっかりそなえができたらい
いと思います。
（津島地区・10代）しょう

この災害があった日、私は 15 才の誕生日でした。目を
覚ますまでは楽しい１日になるといいなと思っていたけ
ど全く逆のことが起こり不安でいっぱいになりました。
何気ない毎日でたくさん辛いことや苦しいことがあるけ
ど、自分の足で生きていることはとても幸せで楽しいこ
とだと思いしらされました。
（宇和島地区・10代）にきび２

とてもこわかった。
（その他・10代）ゆうや

お
そ
ろ
し
い
と
思
っ
た
。

（
そ
の
他
・
10
代
）
菜
々
ち
ゃ
ん

い
つ
も
は
静
か
な
河
内
川
、
コ
イ
、
フ
ナ
が
泳
ぎ
憩
い
の

川
が
茶
色
の
濁
流
と
な
り
水
田
地
帯
は
大
海
と
な
っ
て
下

流
へ
と
。
二
階
か
ら
ボ
ー
と
今
を
眺
め
る
だ
け…

。

人
間
の
無
力
さ
を
知
り
又
自
然
の
力
の
怖
さ
を
つ
く
づ
く

思
い
知
り
ま
し
た
。

（
吉
田
地
区
・
70
代
）
吉
田
の
が
ん
ば
る
じ
い
ち
ゃ
ん

当時自分は災害時の豪雨について、かなり強い雨だ
としか思っていませんでした。ただ、学校の先生や、
親からは川には近づくな山の方には行くななどと、
強く言い聞かされました。実際、高校では近くの川
の水が体育館の床にひたるまでに増え、先生方が対
しょしたと聞きました。
（宇和島地区・10代）Atsushi

２年前の豪雨災害で被災された方々
も少しずつ生活を取り戻しているけれど
２年前の豪雨災害は誰もが忘れない
と思う。
（三間地区 ・ 10 代）はるちゃん

あ
の
日
私
は
家
の
窓
の
前
に
座
り
外
を
眺

め
て
い
ま
し
た
。
幾
度
と
な
く
降
り
続
く

雨
を
見
て
吉
田
に
い
る
い
と
こ
の
心
配
を

し
て
い
ま
し
た
。
次
の
日
に
ニ
ュ
ー
ス
を

見
て
衝
撃
を
受
け
た
あ
の
感
覚
は
、
当
時

中
学
3
年
生
だ
っ
た
私
の
心
に
大
き
く
響

き
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
な
ど
の
未
来
に
不

安
を
覚
え
ま
し
た
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
ペ
ン
ギ
ン

あの日私は中学二年生でした。家の近くでも土砂
崩れが起き多くの人が巻きこまれ、生きうめになっ
ている。この言葉を聞いたとき、何もできません
でした。この日から私はこまっている人などをみ
かけると「助けたい。」と思うようになりました。
多くの人がぎせいとなったことを忘れないでほし
いと強く思います。
（宇和島地区・10代）ばくん

百年に一度？青田が泥海と化す。風呂窯に山水を引き生活用
水基地に。鍋を総動員して湯を沸かし、上澄みを掬いのべな
がら風呂、トイレへバケツ 2 杯。紙皿にラップ、弁当箱は
紙コップ、夕食はおかず宅配に。ドブ臭の泥かき中、給水車
や自衛隊機を見送る非日常。皆、力を合わせて生き、支えら
れて今がある。
（三間地区・50代）白いコスモス

私
は
宇
和
島
に
住
ん
で
い
て
、
経
験
し
た
り
は
し
て
ま

せ
ん
が
、
と
っ
て
も
大
き
な
被
災
を
受
け
た
と
知
っ
て

い
ま
す
。
豪
雨
災
害
で
、
何
も
か
も
が
失
わ
れ
た
と

思
い
ま
す
。
映
像
を
み
た
と
き
い
っ
し
ゅ
ん
に
し
て
、

家
や
、
人
が
流
さ
れ
、
経
験
さ
れ
た
方
は
、
目
の
前

で
人
が
流
さ
れ
た
り
、
自
分
の
家
が
流
さ
れ
た
り
、

ど
う
い
う
気
持
ち
で
見
て
い
た
の
か
覚
え
て
い
て
ほ
し

い
で
す
。
（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
ま
な

豪雨災害を経験して、 私たちは水が一か月間出なくなりまし
た。 水をくみに行ってトイレなどに使っていました。 でも、 こ
れは支援があったおかげで生活できていました。 水害で家が
なくなる人もいて、 たくさんのものを失った人もいました。 早く
完全に復興できるといいなと思っています。
（吉田地区 ・ 10 代） にしざきん

最
初
は
大
雨
で
災
害
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
いな
か
っ
た
の

で
と
て
も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
大
き
な
災
害
で
と

て
も
怖
か
っ
た
で
す
。
さ
いわ
いに
自
分
の
住
む
地
域
で
は

あ
ま
り
こ
う
ず
いや
土
し
ゃ
く
ず
れ
は
お
き
な
か
った
の
で
よ

か
った
と
思
いま
し
た
。
そ
れ
で
も
多
く
の
地
区
が
災
害
に

あ
わ
れ
て
いて
災
害
の
恐
ろ
し
さ
が
つた
わ
り
ま
し
た
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
こ
う
ち
ゃ
ん

２
年
前
に
大
雨
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
の
後
は
、
た
く
さ
ん
家
に
子
供

が
い
て
雨
の
音
に
な
い
て
し
ま
っ

て
ま
し
た
。
な
の
で
も
う
あ
ん
な

大
雨
が
き
て
ほ
し
く
な
い
な
と

思
っ
て
ま
す
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
玉
ち
ゃ
ん

僕が中学 3 年生の時でした。僕が住んでいる津
島では、あまり災害はありませんでした。しかし、
吉田からきている先生が中学校まで水をくみに
きていたのを覚えています。僕はそれを手伝い
ました。もうこのような災害はおきてほしくな
いけど、いつおこるかわからないので対策をし
ていきたいです。（津島地区・10代）ニキビ３

豪
雨
の
時
の
状
況
は
唖
然
と
し

ま
し
た
。
復
旧
への
取
組
は
一

歩
一
歩
だ
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。

現
在
、
多
く
の
ひ
と
が
日
常
の

生
活
を
取
り
戻
し
つつあ
る
と
思

い
ま
す
。
今
後
、
ど
ん
な
災
害

が
お
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

地
域
全
体
で
取
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

（
そ
の
他
・
40
代
）
お
っさ
ん

七夕になると思い出す事です。8 日の朝早く母からの携帯が水が入って来てベッドの上
に座っていると ! 逃げたくても玄関も開かない助けに行く事もできない！次の連絡は窓
から消防団の人におぶってもらい高いとこに連れていってもらったと ! 感謝感謝でした。
本当にありがとうございました。（吉田地区・60代）菜の花

災害翌日 7/8 昼に車で宇和島から吉田

町へ。道中の片側交互通行、通行止めで

迂回する所で、交通整理の方々がいらし

た。職場は 30cm の浸水で床一面に泥

水がべったり。断水での清掃が始まる。

吉田の夏祭りが行われるはずだった商店

街の七夕飾りが、片付けられることなく、

しばらく土煙をかぶり続けていた。

（その他・40代）職場が吉田町

あ
の
日
、
真
っ
白
く
屋
根
を
叩
く
雨
の
音

が
な
ん
だ
か
不
安
を
よ
ぎ
っ
た
。
家
の
横

を
泥
水
が
流
れ
、
道
に
ま
で
流
れ
て
き
た
。

携
帯
に
友
か
ら
連
絡
が
き
た
仲
良
し
グ

ル
ー
プ
で
お
互
い
の
状
況
を
確
認
し
て
い

た
が
1
人
だ
け
既
読
が
つ
か
な
い
。
消
防

や
近
所
の
人
の
話
で
友
達
の
家
が
海
ま
で

流
さ
れ
捜
索
さ
れ
た…

友
は
空
へ…

今
も

消
せ
な
い
友
の
携
帯

（
吉
田
地
区
・
50
代
）
友
を
忘
れ
な
い

撤
去
作
業
に
駆
け
付
け
た
時
、
吉
田
商
店
街
が

ド
ラ
マ
の
中
に
出
て
く
る
戦
後
の
日
本
の
よ
う
に
感

じ
た
。
今
ま
で
は
災
害
が
遠
い世
界
の
出
来
事
だ
っ

た
が
、
あ
の
時
災
害
の
怖
さ
を
嫌
と
いう
ほ
ど
思
い

知
ら
さ
れ
た
。
今
は
何
事
も
無
か
っ
た
か
の
よ
う

に
・
・
・
。
復
興
に
携
わ
っ
た
方
々
に
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い。

（
吉
田
地
区
・
40
代
）
よ
し
く
ん

テ
レ
ビ
の
中
の
話
だ
と
思
っ
て
い
た
。

ど
こ
か
で
、
自
分
と
は
関
係
な
い
と

思
っ
て
い
た
。
親
し
い
人
た
ち
が
普

通
の
生
活
が
で
き
な
く
な
り
物
資
を

集
め
て
送
っ
た
。
と
に
か
く
み
ん
な
無

事
で
よ
か
っ
た
。
。

（
そ
の
他
・
40
代
）kazu

自分が勤めている会社の工場や、学生時代を過ご

した地元が被害にあいました。いざ、自分の身の

回りに及んで初めて、他人事だと思っていた災害

が、誰の身にも起こりうる事なのだと強く実感し

ました。（その他・20代）N

あ
の
日
、
上
流
か
ら
流
れ
て
き
た
土
砂
が

水
と
共
に
家
を
襲
っ
た
。
土
嚢
を
乗
り
越

え
た
そ
れ
に
負
け
ま
いと
持
て
る
だ
け
の
家
具

を
2
階
に
上
げ
よ
う
と
し
た
が
、
無
惨
に

水
没
し
て
い
っ
た
。
豪
雨
の
前
で
人
は
無

力
だ
。
だ
が
、
復
興
で
築
いた
絆
は
大
切

な
宝
に
な
っ
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に

は
感
謝
し
か
な
い。

（
吉
田
地
区
・
10
代
）
え
り

僕は最初、雨が強いとしか思ってなく普通にすごしていたの
ですがスマートフォンから災害のニュースやアラートなどが
とどき今大災害が起こっていることを理解しました。宇和島
地区では大きな問題はなかったのですが吉田の大災害はいま
でも忘れることはないです。（宇和島地区・10代）学会員

平成 30 年７月の豪雨災害で色んな方々が家や物や土砂で亡く
なられて家に大変土砂が流れ込んで、学校にも行けなく、友達、
おじいちゃん、おばあちゃんは大丈夫かと心配になったでしょ
う。私もなり、命の大切さをあらためて感謝して、いつでも命
が守れるように日頃から、行動をしていこうと思いました。
（宇和島地区・10代）Cooky（クッキー）

幸せになってください。
（宇和島地区 ・ 10 代）ａ

豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
様
々
な
被
害
を
受

け
た
の
で
、
自
分
た
ち
は
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
だ
と
思
わ
ず
に
し
っ
か
り
対
策
を
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
匿
名

被
災
し
た
と
き
は
つら
い気
持
ち
や
自
分
の
大

切
な
も
の
や
人
な
ど
が
な
く
な
っ
た
り
と
大
変

な
思
いを
し
て
き
た
と
思
う
の
で
こ
れ
か
ら
の
人

生
に
期
待
を
も
ち
大
変
な
こ
と
を
乗
り
越
え

ら
れ
る
よ
う
日
々
が
ん
ば
って
く
だ
さ
い。

（
吉
田
地
区
・
10
代
）
赤
井
秀
一

第
6
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振
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返
っ
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と
て
も
大
変
だ
った
と
し
って
助
け
た
いと
思
った
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
時
田
シ
ロウ

豪雨災害で大変な思いされている方々

に普通の生活に戻れるよう一歩一歩前

へ進んで新たな夢と希望を持ってもっ

と笑顔が増えていったらなと思います。

これからも頑張ってください。

（宇和島地区・10 代）お兄ちゃん

私の住んでいた地域は大丈夫でしたが、 岡山県の真備町で

は家が流される等の映像が全国放送で流されるくらいの被害

でした。 私は、 その年の夏休みにボランティアに行きました。

真備町に入ると、 色も道路も植物も土一色で前見たような町

のかっきはなく呆然としたのを今でも覚えています。

（その他 ・ 10 代）    

私が西日本豪雨のあった日、あさ起きたら家の前が川のようになっていました。
その次に停電がおこり水がでなくなってしまいました。私の家はさいわいにも
電気が１日でふっかつしたので良かったですが、私の友人の家は家の床に水が
入っていて、ゆかをはがすじたいになりました。（吉田地区・10 代）    

平成 30 年 7 月豪雨災害の前日からものすごい雨がずっと激
しい音を立てて降り続いていました。 そして朝起きると、 川の
水があふれそうでした。 その後少し水があふれ、 次の日に
道に川の木の枝やゴミがありました。 とてもびっくりしました。
（宇和島地区 ・ 10 代） 佐矢将樹

自
分
の
住
ん
で
いる
所
は
全
く
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
外
や
川
の

水
の
増
え
方
を
見
て
、
と
て
つも
な
い危
機
感
を
感
じ
た
。
自
分

も
被
災
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い状
況
だ
っ
た
け
ど
運
よ
く
助
か
っ

た
だ
け
。
こ
れ
か
ら
は
ち
ょ
っ
と
いつも
の
天
気
と
は
違
う
な
と
思
っ

た
時
に
、
周
り
の
声
、
情
報
を
し
っ
か
り
と
聞
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
た
。（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
ゆ
た
か

川の水が道路まで上がったと

きには、さすがにびっくりし

ました。私の住んでいる地域

では、幸い断水以外の大きな

災害もなく近所の人たちも無

事でした。ですが、同級生の

中には大きな被害を受けた人

もいました。

（三間地区・10 代）宇宙王者

私の所は被害が無かったけど、近くの所がたくさん被害が

あってびっくりしました。少し怖かったです。

（宇和島地区・10 代）みかん

災
害
は
こ
わ
い

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
山
と
田
ん
ぼ

自宅に被害はなかったが、他の地域は被害
が大きかったので不安だった。
（宇和島地区・10 代）吉見

私
の
家
は
直
接
被
害
を
受
け
て
い
な
い
け
れ
ど
、
い
ろ
ん

な
地
域
の
人
た
ち
と
協
力
し
て
助
け
合
い
な
が
ら
乗
り
越

え
る
こ
と
が
大
切
。
心
の
面
で
も
支
え
合
っ
て
進
ん
で
い

こ
う
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）Ａ

私
は
災
害
が
嫌
い
で
す
。

悪
い
事
を
し
て
い
な
く
て

も
辛
い
思
い
を
す
る
人
や

亡
く
な
っ
て
し
ま
う
人
が

い
る
か
ら
で
す
。
私
の
知
っ

て
い
る
人
も
亡
く
な
り
ま

し
た
。
あ
ま
り
話
し
た
事

は
な
か
っ
た
で
す
が
と
て

も
明
る
く
て
元
気
な
子
で
、

ま
だ
幼
い
の
に
命
を
落
と

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
子
の
分
も
私
た
ち
は
生

き
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。（
宇
和
島

地
区
・
10
代
）
ピ
ノ

市
外
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
実
家
は
市
内
吉
田

町
に
あ
り
、
床
上
1
2
0
㎝
の
浸
水
に
よ
り
１

階
部
分
の
家
財
等
が
す
べ
て
ゴ
ミ
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
１
階
部
分
が
住
居
と
し
て
使
っ

て
い
る
母
親
は
運
良
く
病
院
に
入
院
中
で
無
事

だ
っ
た
こ
と
は
本
当
に
奇
跡
的
で
し
た
。
今
で

は
、
１
階
部
分
も
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
て
母
親
も

元
気
に
生
活
し
て
く
れ
て
ま
す
。

（
そ
の
他
・
10
代
）
シ
ロ

私の地区、三間区は家の裏の竹やぶが土砂く
ずれのように、地面が少しずれていました。
三間町は、一時期断水になり、飲む水はもち
ろんお風呂の水などもでなかったため、鬼北
の温泉で体を洗ったり、いとこの家にたよっ
たりしました。水がでなくなった時に助けて
くれて本当にうれしかったです。

（三間地区・10 代）ミト

私の地区は被害がありませんでしたが、 テレビで見た時の衝撃がすごかっ

たです。 思っていたよりも荒れていて、 色んな人が被害にあっていて、 断

水もしてたと話も聞き、 びっくりしました。 あの時の衝撃は今でも忘れられ

ないです。 （宇和島地区 ・ 10 代） キムチちゃん

お父さんが宇和島市の職員でしょうぼうだんにも

入っていて、 お父さんが災害の時、 しゅつどうし

てて、 しゃしんなどをよくみせてもらった。 すごくひ

さんで、 こわかった。 あんなこと二度とおきてほ

しくない。 （宇和島地区 ・ 10 代） ひなちま推し

災害後の片づけはものすごく暑く、乾燥した汚泥が舞い上がるような劣悪な環境

下で気が遠くなるような作業ですが、弊社は社員が協力してこの難局を乗り越え

ることができました。人の存在、笑顔とエネルギーが励みになるということを実

感し、感謝する貴重な体験でもありました。

（その他・50 代）こりす

自然災害はいつどこで起こ
るか分かりません。 発災
後一番は落ち着くこと。 ま
ずは自分の命を守るための
行動を。 自力で無理なら
SOS を。 無理はしないこ
と。 困ったことや辛いこと
など悩みは誰かに伝えて
一人で抱え込まないでくだ
さい。 気づいた人は声を
かけて早い段階で寄り添う
ことが復旧活動を加速させ
ます。
（津島地区 ・ 50 代） 吉田
町救援隊

豪雨の前夜八時くらいまで吉田にいました。
前日には想像できなかった風景をニュースで
みて悲しかった。 記憶は風化させたくないと
思いました。
（吉田地区 ・ 40 代） ss

災
害
は
終
わ
っ
て
か
ら
も
続
き
ま
す
。
災
害
発
生
し

て
し
ま
え
ば
、
元
の
生
活
に
戻
る
ま
で
は
時
間
や
労

力
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
。。。
特
に
、
仲
間
の
死
に

直
面
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
。。。
な
お
さ
ら
。
普
段
か

ら
で
き
る
こ
と
は
、
災
害
が
起
こ
っ
て
も
被
害
を
出

来
る
だ
け
少
な
く
で
き
る
よ
う
に
考
え
行
動
す
る
こ

と
か
な
と
今
に
な
っ
て
思
い
ま
す
。

（
宇
和
島
地
区
・
40
代
）
み
か

土
砂
が
流
れ
込
ん
だ
会
社
を
見
て
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。

復
旧
に
向
け
社
員
一
同
あ
の
暑
さ
の
中
土
砂
の
け
に
何
日

も
か
か
っ
た
の
を
思
い
だ
し
ま
す
。
非
常
時
に
は
民
間
、

行
政
垣
根
な
く
助
け
合
い
の
心
が
一
番
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
津
島
地
区
・
50
代
）Ｈ
Ｄ

いつもの日常は当たり前ではない。と強く感じ

ました。またボランティアの方々に非常に助け

られました。お互い様・支えあいということを

常に考えて行動していこうと思います。

（宇和島地区・40 代）吉田オレンジ

復
興
支
援
で
、
松
山
か
ら
宇
和
島
の
被
災
現
場
へ
行
き
ま

し
た
。
倒
れ
そ
う
に
な
る
く
ら
い
の
猛
暑
下
で
の
作
業
は

心
が
折
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
被
災
現
場
を
元
の
姿

に
戻
そ
う
と
、
前
を
向
い
て
懸
命
に
作
業
を
す
る
現
地
の

人
達
の
姿
を
見
て
、
支
援
に
来
た
側
の
自
分
が
逆
に
励
ま

さ
れ
ま
し
た
。（
そ
の
他
・
30
代
）
ぽ
ん

７
／
７
土
曜
日
、
驚
き
と
心
配
で
胸
が
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。
あ
の
と
き
の
思
い
は
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
被
災
さ
れ
た
地
域
外
か
ら
の
支

援
の
大
切
さ
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

（
そ
の
他
・
40
代
）
み
か
ん

私の地区はそんなに被害がなく家にずっとこ
もっている生活をしていました。その時に祖父
から電話がかかってきて、「家の中に水が入っ
てきた」と言っていました。祖父と祖母とは別々
に暮らしているので心配でたまりませんでし
た。後日家族みんなが掃じをし、いつも通りの
生活にもどることができました。

（その他・10 代）みき

失
う
の
は
一
瞬
、
取
り
戻
す
の
は
一
生

（
そ
の
他
・
30
代
）
し
お

私が伝えたいことは、当時の私はまだ中学２年生で家
も家族のみんなも無事でした。しかし、宇和島市三間
町、野村町を中心に大きな災害がおきており、何人も
のひがい者が出て大変だったということを後でしりまし
た。いつ何にが起こって想像のつかないことが起きて
もいいように前から準備は大切だと思いました。
（その他・ 10代）Ｋ

雨
が
ふ
っ
て
い
た
、
大
雨
だ
っ
た
。
ネ
ッ
ト
や
ニ
ュ
ー
ス
に
も

雨
の
こ
と
が
の
っ
て
い
た
。
友
達
の
家
が
水
で
流
さ
れ
た
。
お

ば
の
家
も
水
が
入
っ
て
い
た
ス
ナ
が
多
か
っ
た…

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
あ

自分の家は大丈夫だったけど川のよこや他人の家をみたら
すごくみずがあふれていておどろきました。 そのとうじは、
中学でボランティアで町のみんなのてつだいをしていてほ
んとに災害はこわいんだとはじめてしりました。
（その他 ・ 10 代） やーくん
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と
て
も
大
変
だ
った
と
し
って
助
け
た
いと
思
った
。

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
時
田
シ
ロウ

豪雨災害で大変な思いされている方々

に普通の生活に戻れるよう一歩一歩前

へ進んで新たな夢と希望を持ってもっ

と笑顔が増えていったらなと思います。

これからも頑張ってください。
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（宇和島地区 ・ 10 代） 佐矢将樹

自
分
の
住
ん
で
いる
所
は
全
く
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
外
や
川
の

水
の
増
え
方
を
見
て
、
と
て
つも
な
い危
機
感
を
感
じ
た
。
自
分

も
被
災
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い状
況
だ
っ
た
け
ど
運
よ
く
助
か
っ

た
だ
け
。
こ
れ
か
ら
は
ち
ょ
っ
と
いつも
の
天
気
と
は
違
う
な
と
思
っ

た
時
に
、
周
り
の
声
、
情
報
を
し
っ
か
り
と
聞
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
た
。（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
ゆ
た
か
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きには、さすがにびっくりし
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事でした。ですが、同級生の

中には大きな被害を受けた人

もいました。
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地
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・
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代
）
山
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ぼ

自宅に被害はなかったが、他の地域は被害
が大きかったので不安だった。
（宇和島地区・10 代）吉見

私
の
家
は
直
接
被
害
を
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て
い
な
い
け
れ
ど
、
い
ろ
ん

な
地
域
の
人
た
ち
と
協
力
し
て
助
け
合
い
な
が
ら
乗
り
越

え
る
こ
と
が
大
切
。
心
の
面
で
も
支
え
合
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て
進
ん
で
い

こ
う
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地
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し
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も
リ
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気
に
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の温泉で体を洗ったり、いとこの家にたよっ
たりしました。水がでなくなった時に助けて
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水もしてたと話も聞き、 びっくりしました。 あの時の衝撃は今でも忘れられ
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しくない。 （宇和島地区 ・ 10 代） ひなちま推し

災害後の片づけはものすごく暑く、乾燥した汚泥が舞い上がるような劣悪な環境

下で気が遠くなるような作業ですが、弊社は社員が協力してこの難局を乗り越え

ることができました。人の存在、笑顔とエネルギーが励みになるということを実

感し、感謝する貴重な体験でもありました。

（その他・50 代）こりす

自然災害はいつどこで起こ
るか分かりません。 発災
後一番は落ち着くこと。 ま
ずは自分の命を守るための
行動を。 自力で無理なら
SOS を。 無理はしないこ
と。 困ったことや辛いこと
など悩みは誰かに伝えて
一人で抱え込まないでくだ
さい。 気づいた人は声を
かけて早い段階で寄り添う
ことが復旧活動を加速させ
ます。
（津島地区 ・ 50 代） 吉田
町救援隊

豪雨の前夜八時くらいまで吉田にいました。
前日には想像できなかった風景をニュースで
みて悲しかった。 記憶は風化させたくないと
思いました。
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常に考えて行動していこうと思います。
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てきた」と言っていました。祖父と祖母とは別々
に暮らしているので心配でたまりませんでし
た。後日家族みんなが掃じをし、いつも通りの
生活にもどることができました。

（その他・10 代）みき

失
う
の
は
一
瞬
、
取
り
戻
す
の
は
一
生

（
そ
の
他
・
30
代
）
し
お

私が伝えたいことは、当時の私はまだ中学２年生で家
も家族のみんなも無事でした。しかし、宇和島市三間
町、野村町を中心に大きな災害がおきており、何人も
のひがい者が出て大変だったということを後でしりまし
た。いつ何にが起こって想像のつかないことが起きて
もいいように前から準備は大切だと思いました。
（その他・ 10代）Ｋ

雨
が
ふ
っ
て
い
た
、
大
雨
だ
っ
た
。
ネ
ッ
ト
や
ニ
ュ
ー
ス
に
も

雨
の
こ
と
が
の
っ
て
い
た
。
友
達
の
家
が
水
で
流
さ
れ
た
。
お

ば
の
家
も
水
が
入
っ
て
い
た
ス
ナ
が
多
か
っ
た…

（
宇
和
島
地
区
・
10
代
）
あ

自分の家は大丈夫だったけど川のよこや他人の家をみたら
すごくみずがあふれていておどろきました。 そのとうじは、
中学でボランティアで町のみんなのてつだいをしていてほ
んとに災害はこわいんだとはじめてしりました。
（その他 ・ 10 代） やーくん

第
6
章

災
害
を
振
り
返
っ
て



1567 　広報うわじま７月号

吉中愛顔未来フェス

吉田ふれあい国安の郷再開

かんきつ園地の復旧作業

～復興への道～ 吉田町マラソン大会

吉田中学校災害復興祈念碑

簡野道明記念吉田町図書館再開

被　害（最大） 件　数

人的被害
死者（関連死含む）13人

負傷者29人

住宅被害

全壊61件、大規模半壊

115件、半壊804件、一

部損壊793件

避難者数 628世帯1,149人

土砂災害 363箇所

水道被害(断水) 6,568世帯15,317人

公共土木被害 339件

農林水産業被害 約8,400件（約254億円）

商業事業者 316件

31
日

県
災
害
対
策
本
部
解
散

11月

１
日

復
興
に
向
け
て
外
部
人
材
を
受
入

３
日

吉
田
町
秋
祭
り

12月

３
日

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施

８
日

吉
中
愛え

顔が
お

未
来
フ
ェ
ス

21
日

吉
田
中
学
校
災
害
復
興
祈
念
碑
完
成

23
日

〜
復
興
へ
の
道
〜
吉
田
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会

１月

４
日

簡
野
道
明
記
念
吉
田
町
図
書
館
一
部
再
開

（
吉
田
公
民
館
内
）

７
日

豪
雨
か
ら
半
年
。各
地
で
黙
と
う

20
日

う
わ
じ
ま
特
産
応
援
フ
ェ
ス
タ

２月

12
日

ヤ
フ
ー
㈱
か
ら
の
復
興
支
援
を
発
表

14
日

吉
田
中
学
校
復
旧
記
念
式
典
・
立
志
式

28
日

え
ひ
め
宇
和
島
復
興
応
援
フ
ェ
ア

 

（
〜
３
月
17
日
・
宮
城
県
仙
台
市
）

３月

１
日

吉
田
ふ
れ
あ
い
国
安
の
郷
営
業
再
開

４月

２
日

市
産
業
経
済
部
農
業
復
興
統
括
官
に
元
農
林

水
産
省
職
員 

前
田 

安
正 

さ
ん
を
任
命

４
日

「
市
復
興
計
画
」を
発
表

５月

31
日

簡
野
道
明
記
念
吉
田
町
図
書
館
再
開

支　援 人数・金額

災害ボランティアセンター 9,726人

みかんボランティアセンター 1,784人

義援金 13 億１千万円

支援金 １億円

ふるさと納税（平成30年度実績） ３億９千万円

■被害・支援の状況（３月31日時点）

このほかにも、各市町や団体、ボランティ

アの皆さんからさまざまな形で支援をいた

だきました。本市は今後も、早期復旧・復

興を目指して全力で取り組みます。

（平成31年３月31日時点）

※発行当時のまま掲載しています
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吉中愛顔未来フェス

記録と記憶－。

極早生ミカンの出荷

建設型仮設住宅完成（３棟12戸）ＪＲ四国卯之町駅～宇和島駅間開通みかんボランティア活動吉田ふれあい国安の郷再開

吉田中学校災害復興祈念碑

みま米新米まつり

豪雨災害復興関連のタウンミーティング 復興応援フェア吉田町秋祭り

８月

８
日

被
災
家
屋
の
解
体
・
撤
去
相
談
窓
口
設
置

９
日

災
害
義
援
金
１
次
配
分
決
定

10
日

生
活
用
水（
飲
用
水
以
外
）の
給
水
支
援
停
止

11
日

吉
田
地
区（
一
部
を
除
く
）水
道
水「
飲
用
可
」

16
日

市
内
全
域
で
断
水
解
消

18
日

み
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
開
始

20
日

災
害
対
策
本
部
廃
止
、
災
害
復
興
本
部
設
置

被
災
家
屋
の
解
体
・
撤
去
申
請
受
付
開
始

29
日

建
設
型
仮
設
住
宅
完
成（
31
日
入
居
開
始
）

９月

１
日

喜
佐
方
保
育
園
休
園

み
ま
米
新
米
ま
つ
り

３
日

産
業
復
興
支
援
室
現
地
オ
フ
ィ
ス
設
置
、
県

中
小
企
業
者
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
復
旧
整
備

補
助
金
公
募
開
始

各
市
町
か
ら
の
中
長
期
派
遣
職
員
着
任

12
日

三
間
地
区
水
道
水「
飲
用
可
」

13
日

Ｊ
Ｒ
四
国
卯
之
町
駅
〜
宇
和
島
駅
間
開
通

吉
田
地
区
で
今
季
初
の
ミ
カ
ン
出
荷
開
始

15
日

道
の
駅
み
ま
レ
ス
ト
ラ
ン
再
開

24
日

豪
雨
災
害
に
よ
り
開
設
し
た
全
避
難
所
閉
鎖

25
日

市
災
害
復
興
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
公
表

29
日

畦
地
梅
太
郎
記
念
美
術
館
・
井
関
邦
三
郎
記

念
館
再
開

10月

１
日

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
開
設

み
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設

18
日

豪
雨
災
害
復
興
関
連
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
市
内
９
箇
所
）

25
日

市
復
興
計
画
第
１
回
策
定
委
員
会

30
日

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
が
早
生
ミ
カ
ン
を
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス（
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
大
田
市
場
）
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各地で発生した土砂崩れ

姉妹都市など全国からの支援

災害対策本部会議

豪雨から１ヵ月。各地で黙とう約１ヵ月続いた断水が解消され、園児たちからこぼれる笑顔

市内各地で行われた給水支援

自衛隊災害派遣活動

代替浄水施設

13
日

安
倍
首
相
現
地
視
察

立
間
小
学
校

：

喜
佐
方
小
学
校
の
空
き
教
室

を
活
用
し
て
登
校
再
開

14
日
「
特
定
非
常
災
害
」指
定

17
日

吉
田
小
学
校

：

登
校
再
開

吉
田
中
学
校

：

旧
吉
田
町
内
の
小
学
校
に
分

散
し
て
登
校
再
開

住
宅
の
応
急
修
理
受
付
開
始

18
日

保
健
師
被
災
地
区
全
戸
訪
問 （
〜
８
月
１
日
）

無
料
洗
濯
施
設
開
設

20
日

姉
妹
都
市 

宮
城
県
大
崎
市
か
ら
見
舞
金

21
日

吉
田
地
区
二
次
災
害
緊
急
避
難
計
画（
暫
定
）

運
用
開
始

23
日

み
な
し
仮
設
住
宅
、
市
営
住
宅
一
時
使
用
受

付
開
始

姉
妹
都
市 

北
海
道
当
別
町
か
ら
見
舞
金

24
日

代
替
浄
水
施
設
完
成
予
定
時
期
の
前
倒
し

（
８
月
下
旬
↓
上
旬
）

26
日

大
型
浄
水
装
置
の
運
び
込
み

27
日

「
激
甚
災
害
」指
定

か
ん
き
つ
復
興
支
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
開
始

玉
津
小
学
校

：

登
校
再
開

28
日

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
、
災
害
見
舞
金
な

ど
の
受
付
開
始

30
日

農
業
経
営
相
談
所
開
設

８月

１
日

姉
妹
都
市 

長
野
県
千
曲
市
か
ら
見
舞
金

３
日

三
間
地
区
で
試
験
通
水
開
始

４
日

吉
田
地
区（
一
部
を
除
く
）で
試
験
通
水
開
始

姉
妹
都
市 

宮
城
県
仙
台
市
か
ら
見
舞
金

７
日

豪
雨
か
ら
１
ヵ
月
。各
地
で
黙
と
う
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相次いだ浸水被害

各地で発生した土砂崩れ

姉妹都市など全国からの支援

平成30年７月豪雨

記録と記憶－。
　本市に大きな爪痕を残した「平成30年

７月豪雨」から１年が経過。未だに被害

の痕は色濃く残り、復興に向けて今後

も継続した取り組みが必要です。

　これまでの記録と記憶を風化させな

いために、この１年を振り返ります。

災害ゴミ仮置き場

昼夜問わず行われた救助活動

道路・橋の崩壊

災害ボランティア活動

災害対策本部会議

豪雨から１ヵ月。各地で黙とう

７月

５
日

大
雨
警
報（
土
砂
災
害
）発
表
、
市
災
害
対
策

本
部
設
置

災
害
救
助
法
適
用

６
日

土
砂
災
害
警
戒
情
報
・
洪
水
警
報
発
表

避
難
勧
告
発
令（
津
島
町
御
槙
・
上
槙
・
清
満

地
区
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
）

第
１
回
災
害
対
策
本
部
会
議

７
日

避
難
勧
告
発
令（
市
内
全
域
の
土
砂
災
害
警
戒

区
域
、和
霊
中
町
ほ
か
須
賀
川
周
辺
地
域
な
ど
）

奥
南
地
区
で
１
時
間
雨
量
96
㎜
を
観
測

自
衛
隊
災
害
派
遣
活
動
開
始
（
〜
８
月
15
日
）

保
健
師
・
栄
養
士
避
難
所
巡
回
開
始

８
日

大
雨
特
別
警
報（
土
砂
災
害
）発
表
、
同
日
解
除

９
日

避
難
勧
告
全
解
除

テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
（
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
）

被
災
状
況
調
査
開
始

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設

気
象
庁
が「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」と
命
名

10
日

津
島
や
す
ら
ぎ
の
里
無
料
入
浴
支
援（
11
日

〜
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
）

災
害
相
談
窓
口
開
設

罹
災
証
明
書
に
か
か
る
被
害
調
査
開
始

保
健
師
に
よ
る
独
居
高
齢
者
宅
な
ど
訪
問
開
始

11
日

災
害
義
援
金
受
付
開
始

広
報
う
わ
じ
ま
号
外「
が
ん
ば
ろ
う
！
宇
和

島
」発
行

生
活
再
建
支
援
法
適
用

12
日

中
村
知
事
現
地
視
察

救
援
物
資
受
入
開
始
（
〜
21
日
）

奥
南
・
喜
佐
方
小
学
校

：

登
校
再
開

広報うわじま 令和元年７月号
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土砂災害対策検討委員会 平成31年３月

平成30年7月豪雨に係る災害廃棄物処理の記録 愛媛県 令和２年７月
宇和島市災害ボランティアセンター活動報告 宇和島市社会福祉協議会 令和元年６月

JA広報誌みなみかぜ えひめ南農業協同組合 平成30年８月・
令和２年９月

広報うわじま 宇和島市 令和元年７月～…
令和３年２月

愛媛新聞朝刊 愛媛新聞社 平成30年７月８日～
令和元年７月４日

谷口憲一郎
石田忠弘
田中純子
信宮徹也
武田美紀子
山本剛
大久保美晴
杉田和男
高月あや

画像提供元（敬称略・順不同）
国土交通省
新居浜市
（株）パスコ
愛工房（株）
旭合名会社
自衛隊
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